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公益社団法人 仙南法人会



公益社団法人仙南法人会第3回定時社員総会 次第

同 時 平成27年 5月 28日 (木)午後4時～

場 所 ウエデイングパーク桜フローラ (大河原町)

1.開  会

2.会長挨拶 公益社団法人仙南法人会 会 長: 渡邊 大助

3.議長選出

・定足数の確認

・議事録署名人選任

4,報告事項 (理事会承認事項)

①平成26年度事業報告について

(H27第 1回理事会(H27.4.27)承認済み

②平成 27年度事業計画並びに収支予算について

(H26第 4回理事会(H27.3.27)承認済み)

5.議  事

第 1号議案 平成26年度収支決算報告承認の件

第 2号議案 定款の一部変更承認の件

第 3号議案 社員総会運営規則一部変更承認の件

第 4号議案 入金及び退会規程一部変更承認の件

第 5号議案 会費規程一部変更承認の件

第 6号議案 任期満了に伴う役員改選承認の件

6.表彰式 :福利厚生制度

7.来賓祝辞

8.聞  会



報告事項 (1)

(理事会承認事項)

平成 26年度事業報告について

(自 平成 26年 4月 1日 ～至 平成 27年 3月 31日 )

公益社団法人 仙南法人会



事 業 概 況

東日本大震災から早や4年が過ぎました。被災地の状況をみますと、被災規模の大きさに加え、資材価

格の高騰や人手不足等により、復旧・復興の進捗も遅れ、未だ道半ばとなつています。国政においては、

いわゆる「アベノミクス」による経済政策により、景気の循環が回り始めましたが、昨年 4月 の消費税の

増税 (5%→ 8%)後 の消費の落ち込みが想定以上に大きく、また、為替相場の急激な変動 (円 安)等に

よる輸入の物価上昇もあつて、地方への波及はまだ程遠いものがあります。

平成 26年度は、公益社団法人として新たなスター トをしてから2回 目の決算となり、当会を取巻 く環

境は依然として厳 しい環境にあります。

このような状況のなかで、事業運営においては、会員、青年部会、女性部会、支部及び大河原税務署、

各受託会社等の協力のもと計画 した取組みについては、ほぼ実施することができました。また、計画外と

して地域からの要望による自石川さくら植樹への協賛や白石ボーイスカウトヘの支援 (テ ント寄贈)及び

女性部会による被災地復興支援を実施することができました。

会員の状況については、 1,082件で前期末と比べ 13件の減少となりました。主な内訳は、会員増強

特別期間における会費無料化等の会員増強施策を展開し、入会者が23件増 (前年対比 :5件増)と なつ

たものの、退会者が景気低迷等の影響で38件増 (前年度対比 :7件増)と なつたことによるものです。

収支決算の状況については、平成 26年度は、各支部の決算を反映させたことによる影響で、前年度と

比較 し、収益 ,費用ともに増となりました。

収益は、24,193千 円で、前年度に比べ 172千円減少となりました。主な内訳は、全法連からの助

成金、各支部総会等における事業収益・受取負担金等の増で 1,209千円増加 したものの、会員数の減及

び平成 25年度における高年齢者雇用促進奨励金 (受取補助金)の減少による影響等で 1,381千 円減少

したことによるものです。

費用は、24,085千 円で前年度に比べ 1,270千 円増加となりました。主な内訳は、各支部の決算を

反映させたことの影響で支払助成金が 1,691千 円減少 したものの、公益目的事業で、各支部決算の影響

による会議費等経費が2, 453千円増加、収益事業で、各支部決算の影響による交流費等経費が559

千円増加、管理費で、事務用消耗品等の削減で51千円減少 したことによるものです。

その結果、経常収支では 1087千 円となり、前年度に比べ 1, 442千 円減少 し、減収減益となりま

した。

一方、資産の状況は、 13,468千 円で前年度に比べ 28千円減少るものです。

また、収支予算書の状況については、収益で計画 22,668千 円に対 し1, 525千円の増加となりま

した。主な内訳は、各支部の決算を反映させたこと及び県法連からの助成金等の増加によるものです。

費用は、計画 21,818千 円に対 し2,267千円増加となりました。主な内訳は、各支部の決算を反映



させたことの影響で支払助成金が2, 553千 円減少 したものの、公益目的事業で、会議等経費が3,79

8千円増加、収益事業で、支部決算の影響等による会員交流費の増加等により1,033千円増加、管理費

で、事務委託手数料の各事業への配賦及び事務用経費の減少等により11千円減少 し、費用合計では 2,

267千円の増加とりました。

その結果、経常収支は、計画 850千 円に対 し、 742千 円減少となり増収減益となりました。

平成 27年度収支予算書における、収益計画は24,175千 円で、前年度予算書に比べ、1,213千 円

増加となる見込みです。主な内訳は、会員の減少により受取会費等で 151千円減少となるものの、全法

連等からの受取助成金及び支部決算による受取負担金等 1,364千円増加することによるものです。

費用で計画、24,168千 円で、前年度予算書に比べ、2,114千 円増加となる見込みです。主な内訳

は、各支部決算による影響で支払助成金が2,553千 円減少 したものの会議経費及び交流会経費等が4,

667千 円増加することによるものです。

その結果、経常収支は、 7千円となり、前年度予算書に比べ 906千 円減少となるものの収支相称の予

算となる見込みです。

平成 27年度の事業運営においては、「定款」及び「平成 27年度事業予定計画」等に則り、「公益目的

事業」と「法人会会員企業に対する事業」の活動を予定 しています。公益社団化以降は、会員以外の法人

等にも門戸を開き、より広範囲な活動する責務が課せられることとなり、各種講習会や広報等活動の範囲

を拡大 し公益目的事業について活動を強化 しているところです。

公益目的事業活動においては、「①税に関する知識の普及・納税意識の高揚、税制等調査活動の実施 ②

企業経営の安定化のためのセミナー等の開催 ③社会貢献活動の展開」の3本柱を中心に、経験と実績を

基に積極的に取組むこととします。

税に関する知識の普及・納税意識の高揚策としては、大河原税務署と連携のもと、各種セミナー・研修

会等を通じて、平成28年度 1月 運用開始に向けた「マイナンバー制度」の周知、「平成27年度税制改正

のあらまし」の周知、決算・税務申告の品質向上にむけた「自主点検チェックマニュアル・チェックシー

ト」の普及を図ることとし、広報誌ホームページ等において広く周知等を積極的に行うこととします。

また、青年部会、女性部会による小学生を対象とした租税教室や、女性部会による税の絵はがきコンク

ールや各支部における地域イベントでの税金展等仙南法人会組織一体となり税知識の普及・納税意識の高

揚を図ることとします。

税制等に関する調査研究としては、全社施策のもと、会員のアンケー トによる「平成28年度の税に関

する提言」に向けて取組むこととします。

企業経営の安定化のためのセミナー等の開催については、中小企業の経営安定化に向けた「中小企業会

計揮発セミナー、経営セミナー、社員セミナー」等を積極的に展開し、地域社会への貢献に積極的に取組

むこととします。

社会貢献活動においては、健全な青少年育成や、自然環境の整備、社会的弱者への支援等地域と連携 し

地域に密着した活動を展開することとします。



法人会会員企業に対する活動においては「①福利厚生制度商品の推進、②会員増強の取組③会員交流の

推進、④支部、部会活動の強化」等に取組むこととします。

福利厚生活動においては、会員及び会員の従業員・家族を対象に、経営リスク低減に向けた各種保険商

品の案内、健康管理のサポー トとしての健康事業者の拡大等を推 し進めるとともに、保険事業者との連携

による福利厚生制度商品販売収入「3年 10億増収計画」の展開を図ることとします。

会員増強は、当会が抱える喫緊の課題の 1つであり、その取組みとして会員加入勧奨時における報奨金

の見直 しや、会員増強特別期間における会員増強施策の展開を行 うとともに、AI∪ 損害保険lal提供の

V―toolの 利用 した勧奨活動等により会員減少に歯止めをかけ、増加への展開を図ることとします。

会員の皆様におかれましては、当会の事業運営に積極的に参画されるとともに、お知 り合いの非会員の

方々に、法人会への加入勧奨をあらゆる機会を通 して積極的に実施 していただくようにお願い申し上げま

す。

会員交流の推進については、親善ゴルフ大会や講習会、理事会、役員会等の機会をとらえ会員による異

業種間の交流により、会員間の親睦を深め、会員の事業の一助となるように充実 した会に努めることとし

ます。

支部活動の強化については、充実 した公益活動を目的に、各支部の会員 1人当たり年間千円の助成を行

うとともに、公益事業の活動支援として、研修事業等を実施 した場合に、 3万円～ 5万円の助成を行い、

支部活動の自主的な運営を図ることとします。

以上の各種施策について、大河原税務署、各支部、各部会、受託事業者、税理士協会等との連携強化を

図り、積極的に取組み・展開 して参りますので、会員皆さま方の参画と一層の協力をお願い致 します。



I 定款 口規約

1.定款 口諸規程の一部制定・改定あり

・第二回理事会・第二回理事会・第四回理事会において承認

Ⅱ 組 織

1.会員数

26.4.1 26.6. 30 2612.31 27.3.31

会 員 数 1,095社 1,093社 1,093社 1,082社

加 入 率 50.1% 49 7% 49.7% 49.2%

稼動法人数 2,184社 2,198社 2,198社 2,198社

2.会員異動状況

◎入会会員 25社 (役員 7社 口委員 1社・支部 3社・受託会社 8社 日本人 4社・移動 2社 )

、  ◎脱会会員 38社 (廃業 13社・解散 3社 口閉鎖 2社・破産 1社・転出 2社・休業 2社・

合併 1社 口都合 14社 )

3.支部別会員加入状況 (平成 27年 3月 31日現在 )

支部名 会員数 内正会員数 賛助会員 内新会員

白 石 225 211 14 3

角  田 191 181 10 0

柴  田 153 143 10 3

大河原 163 143 20 4

蔵 王 101 95 6 4

丸 森 93 89 4 3

崎 81 74 7 4

本寸  田 62 57 5 1

七ケ宿 13 12 1 3

合 計 1,082 1,005 77 25



4.役員数

(1)本部役員  理事 32名 (会長 1名 口筆頭副会長 1名 口副会長 9名・理事 21名 )

監事  2名
(2)支部役員 134名 (支部長 9名 口副支部長 17名 口幹事 72名 日会計幹事 8名 口監事 16名・

監査幹事 2名 口顧問 8名・参与 2名 )

(3)顧  間  27名 (東北税理士会大河原支部会員)

(4)相 談 役   6名 (前会長 日前副会長 )

5.役員氏名 (敬称略)

一相談役一

渡邊 佐男 口菊地 員一 ・ 佐藤 直次 口大宮 忠祐 口鈴木 宗夫 ・ 櫻中 敏雄

一代表理事― (会長)              (筆 頭副会長 )

渡 邊 大 助 (仙南信用金庫)       村 上 睦 夫 (l■l朝 文堂)

一業務執行理事 (副会長)一

大 沼 毅 彦 (lalサヵモ ト)        春日部 泰 昭 (lal春 日部組 )

鈴 木 正 司 (l■l鈴木設備工業所)     佐 藤 義 信 (丸 山lal)

大 沼 克 巳 (オオヌマlal)        庄 司 清 ― (l●l角 田防災)

四 竃   均 (いホテルいづみや)     永 井 政 雄 (新誠木材lal)

齋   清 志 (lalサ ィ薬局)

一理 事一

吉 見 光 宣 (lalき ちみ製麺)       久保内 忠 男 (l■l久保内電気工業所)

大 木 文 孝 (田大木組)         相 澤 辰 夫 (欄白石ハウビング)

上 野 正 道 (リ コーインダス トリーlal)  櫻 井 俊 寛 (lalサ ッシュ)

伊 藤 征 雄 (l■l伊藤モータース)     樽 見 正 志 (ltl樽見建材店)

菅 野 八 郎 (l■l菅長石材店)       林   力 男 (ltlハ ヤシ住設)

佐々木   進 (lalエ リオス)        鈴 木 清 安 (l■lマ イプラザスズキヤ)

大 内 英 保 (ltlア
ートキュービックセンター)   吉 野 敏 明 (ltl仙南防災)

笹 森 裕 市 (田笹森林業)        櫻 中 辰 則 (l■l桜中味噌店)       、

森   建 人 (青年部会部会長)      庄 司 きく子 (女性部会部会長)

吉 見 智 恵 (女性部会副部会長)     八重樫 裕 子 (女性部会副部会長)

丹 野 千代子 (女性部会副部会長)

一監 事一

押野  隆 (lal押野商店 ) 菅野 文男 (ltlカ ンノ広芸)



6.役員異動状況 (退任)

八重樫 義 男 (m八重樫工務店)

齋 藤 卓 郎 (l■lカ ネマン魚店)

7.上部 日外郭団体役員への派遣

(―社)宮城県法人会連合会

′′

′′

′′

″

′′

″

′′

″

仙南地区税務関係団体協議会

′′

原 田   員 (税理士法人原田会計事務所)

櫻 井 淳 ― (朝 日工業lal)

相談役 (元会長)

理 事

理 事 口総務委員

理 事 口組織委員

理 事・広報副委員長

税制委員

厚生委員

事業委員

税制委員

副 会 長

常任理事

渡邊 佐男

渡邊 大助

村上 睦夫

齋  清志

春日音「泰日召

佐藤 義信

大沼 毅彦

鈴木 正司

大沼所左衛門

渡邊 大助

大沼 毅彦

8.委員会

委員会名 委員長 副委員長 委員数

総務委員会 村 上 睦 夫 大 木 文 孝 16

組織委員会 齋    清 志 佐々木   進 15

事業委員会 鈴 木 正 司 大 沼 克 巳 15

広報委員会 春日部 泰 昭 谷 津 直 樹 8

税制委員会 佐 藤 義 信 大 沼 所左衛門 18

厚生委員会 大 沼 毅 彦 庄 司 清 ― 15

事務局

事務局長 横田 伸二 【総括・渉外・広報・会計・司会進行・公益関係・上部団体報告関係】

職  員 我妻 万里 【総務人事・本部 (会議・委員会)・ 資料作成・会計補助・女性部会】

職  員 制野由紀子 【組織関係・会費請求・青年部会・説明会等・仙南優法会】

9.

職 伊藤 紘徳 (平成 26.5.31付 )



Ⅲ 平成26年度事業実施状況

況
月

へ
医

そ の

4 17(木)監査会

22(火 )第1回理事会

24(木 )女性部会監査会・役員会

24(木 )税制委員会

25(金 )青年部会監査会・役員会

ほうじん春号口凶冒斡証1鞄崎
上 期 会 費 納 入
10(木 )全国女性フォーラム香川大会

支部総会

25(金 )七ヶ宿

5
15(木 )青年部会定時総会

21(水 )女性部会定時総会

28(水 )定 時社員総会 28(水 )記念講演会

支部総会

12(月 )白 石 13(火 )大河原 14(水 )蔵王

16(金 )り :l崎 16(金 )角 田

19(月 )丸森 19(月 )村 田 20(火 )柴田

6

17(火 )広報委員会 14(土 )わんぱく相撲仙南場所

19(本 )法人税申告等に係る説明会(上半期)

27(金 )社員教育セミナー (タブレット等活用方法)

7 8(火)厚生委員会

15(火 )事業委員会

18(金 )青年部会役員会

ほうじん夏号

8 5(火 )総務委員会

21(木)理事会・合同委員会

26(火 )支部事務担当者会議

27(水 )組織委員会

11(月 )女性部会夏の節電啓発活動 く自石〉

23(土 )女性部会夏の節電啓発活動 く蔵王〉

支部税のPR活動

14(木 )角 田

FA報誌発行(第43号 )

6(水 )県法連第一回職員研修会

7(木 )全法連新任事務局長セミナー

9 17(水)改正税法説明会

24(水 )親善ゴルフ大会

下 期 会 費 納 入
≪支部会員増強運動≫

10 2(火)税理士会大河原支部との連絡協議会

10(金 )青年部会役員会

6(月 )中小企業会計啓発・普及セミナー

7(火 )～ 15(水)税に関する絵はがきパネル展示

14(火 )租税教室講師研修会

16(木 )ボウーイスカウトヘテント寄贈

支部税のPR活動

17(金 )村 田、18(土 )川 崎、19(日 )蔵王

26(日 )大河原

≪支部会員増強運動≫

ほうじん秋号
16(木)法人会全国大会 (栃木大会 )

9(木)第 38回 東北六県事務局職員研修会

4(火)広報委員会

19(水 )福利厚生連絡協議会く移動講演会後〉

《税を考える週間》
4(火)新設法人説明会

8(土 )、 9(日 )白石支部 :税のPR活動

18(火 )仙南ひまわり会講演会

19(水 )～ 20(木)移動講演会

19(水 )・ 21(金)年末調整説明会

21(金 )女性部会復興応援・防災研修会ぐn塩釜)

26(水 )税制改正要望陳情 16:30～

≪支部会 員増 強運動 ≫

21(金)全国青年の集い(秋田大会)

11(火 )大河原税務署納税表彰式

13(木 )仙南優法会研修会・総会

28(金)県女連第二回視察研修会

12 4(木)総務委員会

5(金)事業委員会

7(日 )青年部会役員会・研修会・全体交流会

18(木 )広報委員会

2(火 )租税教室 丸森小学校10:35～ 11:20

5(金 )租税教室 小原小学校10:45～ 11130

17(水)租税教室 宮小学校13:30～ 14:15

18(木 )租税教室 舘矢間小学校10:40～ 11:25

19(金 )租税教室 船迫小学校 14:20～ 15:05

22(月 )女性部会冬の節電啓発活動 く,‖ 崎支部〉

≪又 部 会 員唱 慣 運 副 》

11(木 )県法連第三回事務局長会議

11(木 )県法連第二回職員研修会

20(火)理事会・合同委員会

20(火 )大河原税務署長講演会

21(水 )法人税申告等に係る説明会(下半期)

27(火 )租税教室 村田小学校10:35～ 11:20

広報誌発行(第 44号 )

ほうじん冬号

2 4(水 )支部事務担当者会議

9(月 )女性部会第2回役員会

9(月 )女性部会研修会・絵はがき選考会・交流会

13(金)特別講演会 青年部会主催

28(土 )自 石川さくら植樹      _

税団協 l表蔵王」発行

3 6(金)事業委員会

24(火 )組織委員会

25(水 )総務委員会

27(金)理事会



Ⅳ 法人会管理運営

1.規程整備

各種規程等規約制 口改訂内訳

(1)制定

慶弔規程、役職員表彰規程、特定費用準備資金 (特定資産取得)取扱規程、倫理規定、

個人情報の保護に関する基本方針 (プライバシーポリシー)、 個人情報取扱要領、委員会運営規程、

規律委員会規程、役員旅費規程、支部運営規則

(2)改定

理事の職務権限規則、理事会運営規則、会計処理規程、就業規則、定款、社員総会運営規則、

入会及び退会規程、会費規程、理事の職務権限、事務処理規程、給与規程

2.会議関係

(1)総  会

件名 日時 場所 出席者

平成 26年度総会

(第 33回 )

26. 5.28

16 :00

ングパー ク

フロ

イい
７
　
フ

エウ

桜

538名 (内委任状478名 )

報告事項 ①平成 25年度事業報告について

②平成 26年度事業計画並びに収支予算について

議 題  第 1号議案 平成 25年度収支決算報告承認の件

第 2号議案 定款の一部変更の件

第 3号議案 役員の一部変更の件

福利厚生表彰式

(2)理事会等

件名 日時 場 所 出席者 議題

監  査  会 26.4.17

11 :00

舞 鶴 会 館 2名 平成25年度事業概況報告・収支決算報告

諸帳簿・原始記録・証拠書類等の内容・保存状況点検監査

第 1回 理事会 26.4.22

15:00

総 合 会 館

ララ・さくら

23名 第一号議案 平成25年度収支決算報告承認の件

報告事項 ①平成25年度事業報告の件

臨 時 理 事 会 26. 5.28

17 125

ウェディングパーク

桜 フ ロ ー ラ

26名

監事 1名

第一号議案 業務執行理事の選任の件

第 2回 理事会 26.8.21

16:30

和洋亭ぶ ざん 24名

監事 1名

第一号議案 正会員及び賛助会員の入会の件

第二号議案事務局長選任の件

第二号議案職務代行順位の件

第四号議案慶弔規程制定の件

第五号議案役職員表彰規程制定の件

8



第六号議案 理事の職務権限規則改定の件

第七号議案理事会運営規則改定の件

第八号議案会計処理規程改定の件

第九号議案 就業規則改定の件

脚

① 職務執行状況報告 (4月 ～8月 )

②,青年部会・女性部会活動報告 (4月 ～8月 )

③ 親善ゴルフ大会の実施

④ 検診事業者の拡大

⑤.大河原税務署異動状況

第 3回 理事会 27.1.20

16: 35

和洋亭ぶ ざん 18名

委員等 15名

制

第 1号議案 特導調嘲権詮借定義取0取脚羅Ю櫛詔浩につして

第 2号議案  倫理規定の制定の件について

第 3号議案 側蒻 ‖醐 陶ルギリ月錦嗣件凱て

第 4号議案 個人%の 制定の件について

第 5号議案  委員会運営規程の制定の件について

第 6号議案 規律委員会規程の制定の件について

第 7号議案 役員旅費規程の制定の件について

第 8号議案 支部運営規則の制定の件につして

第 9号議案  定款の改定の件について

第10号議案  社員総会運営規貝1の改定の件について

第11号議案 入会及び退会規程の改定の件について

第12号議案 会費規程の改定の件について

第13号議案 理製 規則の改定の件について

第14号議案  理事の職務権限の改定の件について

第15号議案  事務処理観肥の改定の件について

第16号議案  正会員及び賛助会委員の入会の件について

脚

その1 会員数の推移について

その2 任期満了に伴う理事等役員の選出について

その3 平成27年定期社員総会までの日程 (菊 について

第 4回 理事会 27.3.27

15:00

ま ち づ く り

オ  ー  ガ

20名

監事 1名

審議案件

第1号議案 平成27年度事業計画案並びに収支予算案承認の件

第2号議案 役員損害賠償責任保険の契約の件

第3号議案 給与規程改定の件

第4号議案 会員増強取組みの件

第5号議案 平成 27年度支部活動助成金及び報奨金の件

第6号議案 正会員及び賛助会員の入会の件

第7号議案 平成27年度定時社員総会の日程の件



報告事項

その1職務執行状況報告の件

その2法人会用 V―tOdの利用について

その3福利厚生制度商品販売施策における「企業保障定期

点検活動」への協力について

その4特定資産「退職給付引当金」の取崩しについて

その5平成27年度3月 見込み会員数について

(3)委員会

件 名 日時 場 所 出席者 議題

税 制 委 員 会 26.4.24

13:00

蔵  夫  土 来賓 1名

7名

1.全法連関係及び宮城県法連報告について

2.平成27年度税制改正要望事項の取りまとめについて

日税制アンケー ト調査結果報告 (調査 30件/回答 19件 )

1

厚 生 委 員 会

回第 26.7.8

10:30

和洋亭ぶ ざん 7名 1》 宮城県法人会連合会第 1回厚生委員会報告

2》 福利厚生関係導入について

3》 平成25年度推進状況報告並びに平成26年度の推進施策

第  2  回

厚 生 委 員 会

26.11.19

13: 50

和洋亭ぶ ざん 7名 1》 全法連報告事項

2》 福利厚生制度推進表彰施策について

3》 平成 26年度推進状況及び推進施策について

4》 会員数の推移 日入退会内訳・入退会の増減内訳

第  3  回

厚 生 委 員 会

27.3.16 書 面 に よ る

催開

回答

9名

1.平成 27年度福利厚生制度獲得報奨金について

2.福利厚生制度商品販売施策における「企業保障

点検活動」への協力について

第  1  回

組 織 委 員 会

26.8.27

10:30

和洋亭ぶ ざん 9名 1.宮城県法人会連絡会第 1回組織委員会報告

2.当会の取り組みについて 3.その他

第  2  回

組 織 委 員 会

27.3.24

10:30

和洋亭ぶ ざん 9名 1.宮城県法人会連絡会第 1回組織委員会報告

2.当会の取り組みについて 3.その他

第  1  回

総 務 委 員 会

26.8.5

10:00

和洋亭ぶ ざん 4名 1.定款・諸規定の整備について

2.そ の他

第  2  回

総 務 委 員 会

26.12.4

10: 30

法人会事務局 6名 1.各種規程類の制定及び改定について

2.平成 27年度任期満了に伴う役員改選について

3.そ の他

第  3  回

総 務 委 員 会

27.3.25

10:30

法人会事務局 4名 1.県法連第 3回総務委員会模様

2.平成 27年度収支予算案について

3.役員損害保険の加入について

4.給与規定の改定について

5,平成 27年度定時総会に向けた日程について

6.平成 27年度 3月 見込会員の状況について

7.その他



第  1  回

事 業 委 員 会

26.7.15

10:30

大 河 原 町

商  工  会

6名 (1)上期事業実施状況報告

(2)下期事業内容について

親善ゴルフ大会

移動講演会講師選定について

(3)そ の 他

メール配信状況について

2014年度インターネットセミナー利用状況集計表

第  2  回

事 業 委 員 会

26.12.5

14:00

大 河 原 町

△

=
エ商

8名 (1)白石川さくら植樹における協賛について

(2)事業実績及び下期事業予定について

(3)そ の 他

日会員数の推移

第  3  回

事 業 委 員 会

27.3.6

15:00

ま ち づ く り

オ  ー  ガ

6名 (1)上部団体会議報告

(2)平成 26年度事業実績報告

(3)平成 27年度事業計画の検討 【協議事項】

(4)当面の事業内容の検討 【協議事項】

①社員総会における記念講演会のテーマ

②移動講演会の会場・テーマ等

③親善ゴルフ大会の開催場所

(5)その他・会員数の推移状況報告

第  1  回

広 報 委 員 会

26.6.17

10:30

晰判
　
〈〓

原

エ

河大

商

4名 1.法人ニュースイ山南構成及び広報活動内容について

2.そ の他

第  2  回

広 報 委 員 会

26.7.17

14:00

隋明
　
〈
〓

原

エ

河大

商

5名 1.法人ニュース仙南 8月 発行号入札業者の選定について

2.法人ニュース仙南 8月 号構成内容について

第  3  回

広 報 委 員 会

26.11.4

13:30 ガオ

ま ち づ く り 4名 ①上部団体報告事項について

②法人ニュース仙南 1月 号の内容構成について

第  4  回

広 報 委 員 会

26.11.4

13:30 工商

大 河 原 町

△

=

4名 法人ニュース仙南 1月 発行号最終打ち合わせ

合 同 委 員 会 26.8.21

17:00

和洋亭ぶ ざん 37名 (職務執行状況報告 (4月 ～8月 )

ロチャリティーコルフ大会の実施について

口検診事業取扱い業者の拡大について

,大河原税務署異動状況

合 同 委 員 会 27.1.20

16:20

和洋亭ぶ ざん 36名 1.各委員会等活動状況

2.福和l厚生制軸 議会

(4)その他の会議

件名 日時 場所 出席者 議題

福 利 厚 生

連 絡 協 議 会

27.1.20

16:40～

和洋亭ぶざん 45名 平成 25年度福利厚生制度について

受託会社 3社より説明



東北税理士会

大河原支部 と

仙南法 人会 と

の連絡協議会

26.10.2

15:00

和洋亭ぶ ざん 10名 (1)法 人会

1.平成 26年度事業報告並びに事業計画について

2.会員数について

3.本年度の会員増強について 4.その他

(2)税理士会

第  1  回

支部事 務担 当

者  会  議

26.8.26

10: 30

法人会事務局 8名 1.支部運営規則の制定

2.支部助成金の申請方法

3.理事への支払いについて

4.支部活動の注意点 5.立入検査等状況

6.自 主点検チエックシー トの配布

7.その他 (理事会資料等 )

第  2  回

支部事 務担 当

者  会  議

27.2.4

10:00

舞 鶴 会 館 7名 (1)第 3回理事会における各種規程等の制定・

改定及び報告事項について

(2)会費納入の促進依頼について

(3)決算及び総会に向けての留意点等

3.説明会関係

【公益目的事業】

(公 1)税務環境改善事業

事業名 日時 場所 出席者 演題 口講師等

法人税申告等に

係る説明会

(4月 ～9月 )

26.6.19

10130

仙南建設会館 11名 講師 大河原税務署法人課税第一部門

統括国税調査官 佐瀬信一 氏

上席調査官 及川辰也 氏

決算・申告における留意点 ロ

税制改正に関する留意点・消費税改正

e―Tax関係・質疑応答等

法人税申告等に

係る説明会

(10月 ～3月 )

27.1.21

13:30

仙南建設会館 23名

内一般1名

講師 大河原税務署法人課税第一部門

統括国税調査官 藤原敏浩 氏

上席調査官 及川辰也 氏

法人所得税・交際費等・消費税法改正・

印紙税・ e―Tax関係 口質疑応答等

改正税法説明会 26.9.17

13:30

仙南建設会館 30名 講師 大河原税務署法人課税第一部門

統括国税調査官 藤原敏浩 氏

上席調査官 及川辰也 氏

年末調整説明会 26.11.19

10:00

13:30

えずこホール

(大河原町)

309社 講師 大河原税務署法人課税第一部門

源泉担当上席調査官ほか

DVDl年末調整のしかた



26.11.21

13:30

ホワイ トキュ

ーブ(白石市)

145社 給与所得の源泉徴収等の法廷調書の作成と手引き

給与支払報告書 〔総括表〕の書き方

源泉徴収票・支払調書提出のチエックポイント

受付 (制野・我妻)

新設法人説明会 26.11.4

13:30

ま ち づ く り 一般 10名 新設法人のための会社の税金ガイ ドブック

復興特別法人税のあらまし

消費税のあらまし・源泉徴収のあらまし

印紙税のあらまし

講師 大河原税務署法人課税第一部門

統括国税調査官 藤原敏浩 氏

上席調査官 及川辰也 氏

(公 2)企業支援事業

事業名 日時 場所 出席者 演題・講師等

総 会 記 念講 演 会 26.5.28 ウェァ ィンク
゛
ハ―゚ク

桜 フ ロー ラ

91名

内一般 1名

V字回復の特効薬 “100日戦争"のすすめ

経営プロヂューサー 吉岡憲章 氏

社員教育セミナー 26. 6.27

13:30

ま ち づ く り

オ  ー  ガ

10名 スマートフォンロタブレット利活用講座

講師 :NTTドコモ東北支社宮城支店

(公 2)企業支援事業

事業名 日時 場所 出席者 演題 口講師等

移動講演会 25.11.14

～15

16:00

旅 館 三 治 郎

『ホテルいづみや」

33名

内一般5名

演題 :「雇用トラブルセミナー」

講師 :大江 広満 氏

社会保険労務士法人めぐみ事務所 代表社員

中小企業会計

啓発普及セミナー

26.10.2

14:00

仙南建設会館 16名

内一般 6名

「企業の継続的成長を目指す会計」

講師 :中小企業診断士 米田 正美 氏

仙南ひまわり会

講演会

26.11.18

14:00

し ん き ん

ルホ

280名

内 一 般

280名

「アジアの風を読む 日本を取り巻く世界情勢」

講師 :コ リアレポート編集長 辺 真―氏

大河原税務署長

新春講演会

27.1.23

15:30

和洋亭ぶざん 44名 講師 大河原税務署長 日出山 博 氏

演題  「長寿企業について」

インターネットセミナー (通年)利用アクセス数 1526回 /ロ グイン数一般26回・会員459回

税務、経理、労務、人材育成、時局、経済、健康及びカルチヤー等専門家による多彩な内容のセミナー

を利用して無料配信。



(公 3)社会貢献事業

事業名 日時 場 所 出席者 摘要

特別講演会

青年部会共催事業

26. 2.28

17 :00

和洋亭ぶ ざん 31名 「経営者のための経営・税金の本音、ぶつちやけます !」

岩松正記税理士行政書士事務所岩松正記 氏

26.6.14 第 17回わんぱく相撲仙南場所への助成  青年部会長 森 建人 (優勝 トロフィ授与)

26.8.9、 10 白石夏祭 り実行委員会へ協賛 (寄付)

事業名 日時 場 所 出席者 摘要

第30回

親善ゴルフ大会

26.9.24

9: 03

スター ト

表蔵 王国際

ゴルフクラブ

31名

(内 2名―般)

優 勝 野口 敬志 氏(帥アステム)

準優勝 櫻中 辰則 氏 (ltl桜 中味噌店)

第3位 佐々木 進 氏(mエ リオス)

ベスグロ 野口 敬志 氏(帥アステム)

【会員支援事業】

(他 1)福利厚生等交流事業

4.広報関係

(1)広報紙「法人ニュース仙南」発行

(2)季刊「ほうじん」の配布 公益財団法人全国法人会総連合発行の季刊誌「ほうじん」

(春号・夏号 口秋号・冬号)全会員及び一般に配布

(3)表蔵王の配布 仙南地区税務関係団体協議会編集の「表蔵王」 (2月 発行 )

(4)税務資料の配布 公益財団法人全国法人会総連合発行の税務資料の配布

◎平成 26年度税制改正のあらまし・税制改正のあらまし速報版 日会社取引をめぐる税務 ロ

会社役員のための確定申告実務のポイント・源泉所得税実務のポイント

(5)メ ール配信サービス メールを活用して税情報等を配信    ′

(6)フ ァクシミリサービス FAXを 活用して資料等を送付

(7)税の啓発用マンガ本の配布 啓発活動の概要,啓発対象者 :児童ほか

(8)会員増強用チラシの配布 会員増強用チラシを未加入法人に送付

(9)がん健診 (PET検査)・ 脳 ドック ロ健診事業

5.表彰関係(敬称略)

◎大河原税務署署長表彰

◎全国法人会総連合表彰

副 会 長  庄 司 清 ― (角田市)

副 会 長  永 井 政 雄 (七ヶ宿町)

副 会 長  大 沼 毅 彦 (柴田町)
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発行月日 号数 発行部数 主 要 記 事

26.8.1 第 43号 1600 新時代のパワハラ要望=大河原税務署長挨拶・事業報告 (1月 ～7月 )・

表彰・税に関する絵はがきコンクール優秀作品一覧・税務署だより・お知らせ

27.1.1 第 44号 1600 会長ご挨拶 =マイナンバー制度について '平成27年度税制改正提言・

事業報告 (8月 ～12月 )・ 税理士会無料相談会・税務署だより



副 会 長  鈴 木 正 司 (り ll崎町)

◎東北六県法人会連合会長表彰      副 会 長  春日部 泰 昭 (丸森町)

副 会 長  佐 藤 義 信 (蔵王町)

◎宮城県法人会連合会会長表彰      副 会 長  押 野   隆 (白石市)

副 会 長  森   建 人 (白石市)

◎会員増強表彰及び福利厚生制度表彰 (25.4月 ～26.3月 )

・会員増強の部 (各支部総会時表彰):り ll崎支部 口村田支部

・大型保障制度の部

役員紹介成約 : 春日部泰昭 口鈴木正司・庄司清―

支部表彰 (各支部総会時表彰):角 田支部 口柴田支部 口丸森支部 口川崎支部

推進員表彰 :(大同生命保険)

新規企業数 5社 我妻光浩

がん保険目標達成表彰 :ア フラック募集代理店 :蔵王酒造m保険事業部 100ホ
゜
イント達成



6.支部事業関係

支部名 月 日 場 所 (会議・研修・懇親会等 )

白石支部 26 410 監 事 事 務 所 監査会 平成 25年度事業報告並びに1又 支決算監査(3名 )

26 417 白石 商 工 会 議 所 役員会(9名 )①平成 26年度通常総会提出議案について

②平成26年度通常総会の日時・場所について ③その他

26 512 舞 鶴 会 館 税務講習会(26名 )演題「改正消費税法について」

講師大河原税務署法人課税第一部門統括国税調査官 佐瀬信一 氏

26 5.12 舞 鶴 会 館 白石支部通常総会(26社 )

第一号議案 平成25年度事業報告書並びに収支決算書承認の件(監査報告)

第二号議案 平成26年度事業計画書(案 )並びに収支予算(案 )承認の件

第三号議案 辞任に伴う役員改選並びに顧問委嘱の件

2610 2 白石 商 工 会 議 所 役員会 (7名 )

①企業支援に関する事業(PC会計講習会)開催について

②社会貢献に関する事業(税に関するパネル展)の開催について

③その他

27 3 9 ぞ く 亭 正副支部長会議(4名 )

①本部役員等の選出について

②平成 26年度決算(案 )について

③その他

2611 8～

9

ホワイトキュープ

ー般来場者数

(1500名 )

白石商工会議所工業部会主催 (クイズ参加者 905名 )

市内産業展示会での法人会事業PR

「税に関する絵ハガキコンクール」作品パネル展示、

一億円レプリカ展示(協 力:大河原税務署)

261120

27

白 石 商 工 会 議 所 「PC会計講習会」計2回(11名 )

l■lオフィスOAインストラクター梶谷 知世 氏ほか

2014「 白石夏まつり」へのポスター協賛 (H26811)



支部名 月 日 場所 (会議 口研修 口懇親会等)

角田支部 26.430 l■l 膳遊 監査会①平成25年度業務及び会計状況について (5名 )

26.430 l■l  遊   膳 役員会(8名 )

1平成 26年度通常総会提出議案の審議について

2平成 26年度通常総会開催日時等について

3平成 26年度角田支部通常総会運営等(案 )について

26 5.16 ジ ュ ネ ス 我 妻 税務講習会(22名 )

演題「改正消費税法について」

講師 大河原税務署法人課税第一部門統括国税調査官 佐瀬信―氏

26 516 角 田 市 商 工 会 角田支部通常総会(出 席 121名・本人 16名 )

1.平成 25年度事業報告並びに収支決算書承認の件

2平成 26年度事業計画(案 )並びに収支予算承認の件

26 715 角 田 市 商 工 会 消費税転嫁対策講習会～消費税の現状と今後の取り組み～

講師 経営コンサルティング共創代表   (5名 /再 :一般 2名 )

中小企業診断士 鈴木 斎 氏

26 7.29 角 田 市 商 工 会 金融(経営等)講習会 (22名 /再 :一般7名 )

i)補助金等の有効活用 経営コンサルタント南條晃一 氏

il)災害復旧関連融資制度

日本郵政金融公庫第二課長 村越貴和 氏

‖1)市町村制度融資

角田市商工観光課 係長 高橋寿幸 氏

iv)個 別 相 談

日本郵政金融公庫融資担当者・七十七銀行融資担当者

仙台銀行融資担当者・仙南信用金庫融資担当者

26 8.5 l■l梅 寿 司 役員会(8名 )

1会員加入促進について

2税務講習会の開催について

3かくだふるさと夏まつりの開催に伴う「税啓発PR

コーナー」設置について～

4交通事故撲滅運動及び飲酒運転撲滅運動の実施について

5_阿武隈リバーサイドマラソン大会の開催に伴う協賛について

26 814 か くだ ら、る さ と

夏 ま つ り 会 場

「税啓発PRコーナー」

交通事故防止運動及び飲酒運転撲滅運動 (7名 )

26918 角 田 市 商 工 会 消費税転嫁講習会(5名 )

～キャッシュフロー経営・資金ショートしないために～

講師 経営コンサルティンク
・
共創代表 中小企業診断士 鈴木 斎 氏

27.218 l■l梅 寿 司 役員会(8名 )

1会員加入促進について 2.講習会の開催について

3平成 27年度事業計画(素案)について

17



(会議・研修・懇親会等 )

監査会 ①平成 25年度事業及び会計監査  (5名 )柴田支部 26 415

役員会 (13名 )

①平成26年度通常総会の開催日時について

②平成26年度支部総会提出議案について

柴田支部通常総会(25名 )

①平成 25年度事業報告書並びに収支決算書承認の件

②平成 26年度事業計画(案 )及び収支予算(案 )承認の件

サンシヤイン青 葉26 520

税務講習会 (26名 )演題「税法改正のあらまし」

講自雨大河原税務署法人課税第一部門総括上席国税調査官佐 木々浩氏

サンシヤイン青 葉26 520

役員会 (11名 )

①平成 26年度予算執行状況について

②平成 26年度事業について

柴 田 町 商 工 会

演題「お金をかけずにお店を繁盛店に方法」 (22名 /再 :一般 10)

講師 :lalア チープメントストラテ̈ゾ社 代表取締役 富田栄太 氏

柴 田 町 商 工 会26 919

演題「夢しか実現しない」(151名 /再 :一般 120名 )

講師:いアントブレナーセンター代表取締役 福島正伸 氏

ホテル原田 inさくら

役員会(12名 )

①平成 27年度事業計画〈案)について

②任期満了に伴う役員選任の件

柴 田 町 商 工 会

しばた産業フェステイバル

・産業フェステイバル会場内にて法人会の税啓発事業PR

・1億円レプ|リ カ展示        (4名 )

船岡小学校体育館

一般(300)名 参加

261019

26726ザ・フェスティバル inしばたへの協賛   船岡駐屯地

261019し ばたB級グルメフェスティバルヘの協賛  船岡城址公園

26126光 輝けしばたのイルミネーションヘの協賛  」R船岡駅前



支部名 月 日 場所 (会議・研修・懇親会等 )

大河原支部 26 4 4 登 正 監査会 (2名 )

1平成 26年度事業及び会計諸帳簿監査

26 423 登 正 役員会 (8名 )

1平成 26年度大河原支部総会開催について

26 513 大河原町商工会館 税務研修会(31名 )

演題「改正消費税法」

講自雨大河原税務署法人課税第一部門統括国税調査官佐瀬信一氏

26.513 大河原町商工会館 大河原支部通常総会(31名 )

1平成 25年度事業報告書並びに収支決算書承認の件

2平成 26年度事業計画(案 )及び1又支予算(案)承認の件

26 919 登 正 役員会 (8名 )

1会員増強について

2オータムフェスティバルについて

261026 大 河 原 町 役 場

駐 車 場

おおかわらオータムフェスティバル出展(5名 )

一般 200名参加  法人会の税啓発PR

27 2 5 大河原町商工会館 消費税講習会(23名 /再 :一般9名 )

「クレーム対応術」

～消費税増税時の顧客のクレームをより実践的に～

オフィスにしむら 代表 西村秀幸 氏

―目千本桜のまち・おおがわら 町の花「桜」植樹事業 記念植樹祭 (20名 )

19



(会議・研修・懇親会等)

支部監事会(2名 )

1平成 25年度事業及び1又支決算について

蔵 王 町 商 工 会 館26 422蔵王支部

支部役員会(8名 )

1会員加入脱退の承認について

2平成 26年度第 33回支部総会開催日程等について

3支部総会提出議案の審議について

蔵 王 町 商 工 会 館

第 33回通常総会(53名 、本人 19・ 委任 38)

1平成 25度事業報告書並びに収支決算報告書承認の件

2平成 26年度事業計画(案 )及び収支予算(案)承認の件

泉

郎

編
血　
　
ム
相

田
　
一二

刈

館

」還

旅

税務講習会(15名 )演題「改正消費税法パート2」

講師 大河原税務署法人課税第一部門統括国税調査官 佐瀬信一

泉

郎

編
狐　
　
ム
相

田
　
一二

刈

館

」還

旅

宮夏祭り

女性部会節電啓発うちわ 100枚配布

松 ヶ 丘 公 園

〈 白 鳥 公 園 〉

26 823

支部三役会(3名 )

1)会員加入脱退の承認について

第 11回蔵王町産業まつりについて

①法人会事業 PRチラシ配布

②e―Tax普及推進用ポケツトティッシユ配布

③2日 間の役員割り振り

2)研修会の開催について

3)支部役員会・研修会・忘年会について

4)その他

蔵 王 町 商 工 会 館26 929

法人会チラシ配布事業(250名 に配布)(6名 )

第 11回蔵王町産業まつりにおいて、二日間にわたり、

,法人会加入パンフレット・e―丁ax普及推進用ポケットティッシユ

・クリアフアイル・税の啓発チラシ等を来場者等に配布

蔵   王   町

ご ざ い ん ホ ー ル

支部役員会(8名 )

1)会 員加入脱退の承認について

2)第 10回産業まつりPR事業結果報告について

3)公益社団法人仙南法人会広報副委員長の推薦について

4)その他

遠 刈 田 温 泉

さ ん  さ 亭

2612 4

蔵王支部研修会(8名 /再 :一般2名 )

演題「国税査察の仕事」

講師 大河原税務署法人課税第一部門統括国税調査官 藤原敏浩 氏

遠 刈 田 温 泉

さ ん  さ 亭

2612 4

支部役員会(7名 )

1)平成 27年度第 34回支部総会開催日程等について

2)各委員会における委員候補の選任の審議について

3)全支部運営規約等について 4)その他

蔵 王 町 商 工 会27 324



支部名 月 日 場 所 (会議・研修・懇親会等)

丸森支部 26.4.14 わ た 福 監査会(6名 )平 成 25年度業務会計監査

26 414 わ   た   福 第 1回役員会(11名 )

1平成 26年度総会に係る一切について 2その他

26 519 丸 森 ま ち づ くり

セ  ン  タ ー

税務研修会(16名 )

演題「税務研修会」

講師 大河原税務署法人課税第一部門統括国税調査官 佐瀬信一 氏

25.524 丸 森 ま ち づ くり

セ  ン  タ ー

丸森支部総会(本人 16・ 委任 34)

1平成 25年度事業報告並びに収支決算承認の件

2平成 26年度事業計画(案)並びに収支予算(案)承認の件

261016 た 第 2回役員会(10名 )

1 会員加入運動について

2合同講演会の開催について

3その他

261126 国 民 宿 舎

あ ぶ く ま 荘

合同講演会(18名 /再 :一般2名 )

演題「医療・健康セミナー」

～医療格差とセカンドオピニオンの重要性～

講師 T―PEC認定講師 吉井 真 氏

27 2.14

～ 15

移動講演会(9名 )

演題「丸森町の観光業の現状」

講師 :一般財団法人丸森町物産振興公社 理事長 佐藤勝栄 氏



(会議・研修・懇親会等 )

監査会(3名 )

平成 25年度会計監査並びに業務監査

川 崎 町 商 工 会川崎支部

税務研修会(22名 )演 題「改正消費税」

講師 大河原税務署法人課税第一部門統括上席国税調査官 佐々木治 氏

るぽ ぼ か わ さき26.516

第 34回通常総会 (22名 )

1.平成 25年度事業報告書並びに収支決算報告書承認の件

2平成 26年度事業計画(案 )並びに収支予算(案)承認の件

るぽ ば か わ さき

2014かわさき夏まつり花火大会協賛川崎町総合運動場

(B&G)

第 1回役員会(9名 )

1.川崎支部会員増強について

2商工まつりの参加について

川 崎 町 商 工 会26.910

かわさき商工まつり出展

法人事業PR活動(1億円レプリカ展示・クリアフアイル・

税の啓発マンガ本・e―丁ax普及推進用ポケットティッシュ・玉こんに

ゃく無料試食)

国道 286号線沿い

特  設  会  場

261019

役員会(8名 )

1新年懇談会の開催について

2川崎支部会員増強について

川 崎 町 商 工 会261210

新春懇談会(26名 )

演題「売り込みをしない企業が伸びている !」

講師 日本営業ツール研究所 代表 吉見範一 氏

役員会(9名 )

1任期満了に伴う支部役員の改選について

2通常総会の開催について

川 崎 町 商 工 会



支部名 月 日 場 所 (会議・研修・懇親会等)

村田支部 26 428 村 田 町 商 工 会 監査会(6名 )平成 25年度事業及び会計監査

26 428 村 田 町 商 工 会 第 1回役員会(6名 )

1.平成 25年度通常総会運営について

2平成 25年度通常総会提出議案について

26 526 谷 山 温 泉

松 楓 荘

税務研修会(14名 )演題「これからの税制について」

講師 大河原税務署法人課税第一部門統括国税調査官 佐瀬信一 氏

26 526 谷 山 温 泉

松 楓 荘

村田支部総会 (本人 14)

1平成 25年度事業報告並びに収支決算書承認の件

2平成 26年度事業計画(案 )並びに収支予算(案)承認の件

2610.6 村 田 町 商 工 会 第 2回役員会(6名 )

1.平成26年度蔵の陶器市
「税のPRコーナー」運営について 2会員加入推進について

26、 1017

～ 19

ltl相 山 タクシー 平成 26年度蔵の陶器市会場

「税のPRコーナー」開催(200名 来場)

税金クイズの実施・正解者ヘグッズ等を進呈

27 316 村 田 町 商 工 会 第 3回役員会 (6名 )

法人会広告協賛 仙台南ゴルフ・村田町商工会 26.814



支部名 月 日 場 所 (会議・研修・懇親会等 )

七ヶ宿支部 26 425 七  ヶ 宿  町

開 発 セ ン タ ー

七ヶ宿支部総会(9名 )

・平成 24年度事業・決算報告承認の件

・平成 25年度事業計画・予算(案 )承認の件

・役員欠員に伴う補欠選任の件

26.425 七  ヶ 宿  町

開 発 セ ン タ ー

企業間意見交換会(13名 )

「法人会支部活動と地域貢献・公益事業活動」

26 426 七  ヶ 宿  町

ダ ム 湖 沿 道

環境美イヒ活動事業(23名 )

「ポイ捨て空き缶等収集作業」

26 718 七  ケ 宿  町

開 発 セ ン タ ー

税務講演会(10名 )

〈消費税価格転嫁等対策セミナー〉

演題「増税・割高感を消す実践ノウハウ…」

講師 財務リスク研究所lal代表取締役 横山悟一 氏

26 918 七  ヶ 宿  町

開 発 セ ン タ ー

税務講習会(8名 )

〈消費税価格転嫁等対策セミナー〉

演題「税率区分による取引記帳…」

講師 税理士 川田正宣 氏

2611 13 七  ヶ 宿  町

開 発 セ ン タ ー

税務講習会(平成 26年度税を考える週間)(34名 )

「租税教室と果樹酒の作り方」

講師 :大河原税務署 署長 日出山 博 氏

酒造組合東北支部専務評議員 沢田 県 氏

27 317 七  ヶ 宿  町

開 発 セ ン タ ー

経営労務講習会(13名 )

演題「労働保険事務のポイント」

講師 七ヶ宿町商工会経営指導員 沖田 勇 氏

平成25年4月 ～ エコバツク(けんたグッズ)を活用した法人会PR活動事業

24



V 外部会議等派遣

1.公益財団法人全国法人会総連合

2.東北六県連法人会連合会

3.一般社団法人宮城県法人会連合会

事業名 月 日 時間 会場 出席者

全法連・新年賀詞交換会 27.1 13 11:00～ 16:00 帝国ホテル 渡邊大助

全法連・新任事務局長セミナー 26 8.7 12:00～ 16:20 全法連会館 横田伸二

全法連・事務局セミナー 27 3.9 13:30～ 17:00 ハイアットリージエシー東京 横田伸二

事業名 月 日 時間 会場 出席者

東北六県法人会連合会

第 38回事務局職員研修会

26.10.9 14:00～ 17:00 ベルエア会館・会議室 横田伸二

東北六県法人会連合会

運営協議会

2611.5 16:00～ 江陽グランドホテル4階 渡邊大助・村上 睦夫・

大沼毅彦・春日部泰昭 '

横田伸二

事業名 月 日 時間 会場 出席者

第1回事務局長会議 26.5.14 10:30-12:00 仙台ガーデンパレス・5

階

横田伸二

第1回税制委員会 26.421 14:00～ 大同生命保険lal

仙台支社 6階 会議室

佐藤義信・大沼所左衛門

伊藤紘徳

第1回厚生委員会 25.5.15 14:00～ AU損害保険会社会議

室

大沼毅彦

第1回理事会 25.425 14:00～ 大同生命保険lal

仙台支社 6階会議室

村上睦夫

第2回税制委員会 26.6.6 14:00～ 大同生命保険lal

仙台支社 6階 会議室

佐藤義信・大沼所左衛門

横田伸二

定時社員総会

(第 1部 )法人会功労者表彰式

(第 2部)定時社員総会

(第 3部 )福利厚生制度推進連絡協議会

(第 4部 )懇談会

266.16 15:30～ 江陽グランドホテル 渡邊大助・村上睦夫・

春日部泰昭・鈴木正司

押野隆・森建人

横田伸二

第1回組織委員会 26.8.7 14:00～ 16:00 宮城県法人会会議室 齋 清志・ホ1野 由紀子

第2回事務局長会議 26.8.19 13:30～ 16:30 宮城県法人会会議室 横田伸二

第2回厚生委員会 26.9.3 14:00～ 新仙台ビル5階会議室 横田伸二

県連役職員研修会 26.9.4 15:00～ 17:30 メルパルク仙台 村上睦夫・鈴木正司

横田伸二



第2回理事会 26.9.26 15:00～ 宮城県法人会会議室 村上睦夫

第2回広報委員会 2610.28 14:00～ 16:00 新仙台ビル5階会議室 春日音「泰昭

事業名 月 日 時間 会場 出席者

第2回総務委員会 26.11.19 11:00～ 12:00 宮城県法人会会議室 村上睦夫

第3回事務局長会議 26.12,11 10:30～ 12:00 新仙台ビル5階会議室 横田伸二

第2回事務局職員研修会 26.12.11 13:30～ 16:00 新仙台ビル5階会議室 横田伸二

制野由紀子・我妻万里

県・合同委員会 26.1.17 16:30～ 仙台ガーデンパレス 村上睦夫・春日部泰昭

鈴木正司・伊藤紘徳

第2回税制委員会 26.2.24 14:00～ 16:00 宮城県法人会会議室 佐藤義信

第4回事務局長会議 27.224 14130～ 16:30 新仙台ビル5階会議室 横田伸二

福利厚生制度受託会社との

事務打合せ会

27.2.24 16:30～ 新仙台ビル5階会議室 横田伸二

第2回組織委員会 27.2.26 15:00～ 17:00 新仙台ビル5階会議室 齋 清志

第2回事業委員会 27.3.2 15:00～ 17:00 新仙台ビル5階会議室 鈴木正司

第2回広報委員会 27.3.3 14:00～ 16:00 新仙台ビル5階会議室 春日部泰昭

第3回総務委員会 273.10 14:00～ 16:00 宮城県法人会会議室 村上睦夫

第3回理事会・会長懇談会 27.3.24 15:30～ 仙台国際ホテル 6階 渡邊大助・村上睦夫

4.その他の会議等出席状況

事業名 月 日 時間 会場 出席者

算定基礎届事務講習会 26.6.17 13:30～ 15:30 えずこホール 我妻万里

公益法人・一般法人会計セ

ミナー

26.623

～24

13:30～

16:00

野村証券ビル・4階 横田伸二

仙南地区税務関係団体協議会

常任理事会並びに定時総会

266.25 16:30～ 和洋亭ぶざん 常任委員 :大沼毅彦

公益法人会計基準入門セミナ̈ 267.25 10:00～ 12:00 住友生命ビル 6階 横田伸二

租税教室講師研修会 26.10.10 13:30～ 大河原合同庁舎 制野由紀子・我妻万里

大河原税務署納税表彰 2611.11 14:00～ 15:20 総合会館ララ・さくら 庄司清一(表彰者)

永井政雄(表彰者)

横田伸二(会長代理)

マイナンバー制度に伴うセキユ

リテイの強化について説明会

26.11.28 13:30～ 15:30 新仙台ビル5階会議室 横田伸二

制野由紀子・我妻万里

仙南優法会

平成26年度第117回通常総

会

26.11.13 17:00～ 和洋亭ぶざん 来賓4名・優法会9名

横田伸二・牛1野由紀子

我妻万里

０
乙



平成 26年度税制改正に関

する提言について(陳情 )

2611.26 白石市役所

Ⅵ 法人会福利厚生制度加入状況

(1)経営者大型総合保障制度

加入法人数 271社 口契約件数 786件 ・保障総額 186億 6300万 円

役員企業加入率 70.5%

(2)終身保障制度加入状況  10件 口保障額  5, 100万 円

(3)年金共済制度加入状況  経営者コース 14社 ・ 28件・ 4,400万 円

(4)個 人年金制度加入状況       34件 口保障額 4,600万 円

(5)ビジネスガー ド加入状況      104社

(6)がん保険制度加入状況     1,117件

(7)介護保険制度加入状況       43件

(8)医療保険             483件
(9)WAYS(終 身保険)       73件

(10)法 人会会員サービス事業

総合南東北病院 南東北岩沼PET高度診断治療センター

◇がん検診 (PET検査)受 診状況 :計 42名

A PETがん ドックコース :3名

A PETがん ドックコース+1図検診 :24名

C PETコ ース : 2名

C PET検診コース+脳検診 :3名

DPコ ース :1名

E(エコノミー)Eコ ース :4名

E(エコノミー)Eコ ース+脳検診511名

仙台画像検診クリニック

◇PET/CTが ん検診・MRI悩 検診 受信状況 :計 3名

Aコース :2名
D+胃 カメラ :1名

一般社団法人宮城県成人病予防協会

◇定期健康診断制度 口総合健診 (人間 ドック)制度 受診状況 :7名 (移動検診車)

佐藤義信(税制委員長)

横田伸二

5.その他事業打合せ等

事業名 月 日 時間 場所 出席者

職員健康診断 2719 8:30～ 公立総合刈田病院 制野・我妻

大河原税務署当局との打合せ (通年)  20回     於 :大河原税務署      横田伸二



Ⅶ 青年部会関係

1.組織関係

① 会員関係(平成26年4月 1日現在)

部会員数 48名 :白石13名 ・蔵王1名 ・角田11名 ・丸森5名・

柴田6名 口大河原8名 ・川崎3名 ・村田1名

② 会員異動状況 入会 2名 卒業 7名 退会 1名

③ 役員関係 役員数(部会長1名・目1部会長3名・幹事15名・監事3名 )

日本部役員就任状況

理 事 : 櫻中 辰則 ・ 森  建人 ・ 笹森 裕市

・一般社団法人宮城県法人会連合会青年部会連絡協議会代表役員

森 建人 ・ 鈴木孝典 ・ 佐藤真也 ・ 大槻泰弘

部 会 長 森  建 人 日森 昭 副部会長 鈴 木 孝 典 い鈴由

副部会長 佐 藤 真 也 丸に建設い 副部会長 大 槻 泰 弘 TheCars

幹  事 阿 部 竜 也 0阿部工営社 幹  事 我 妻 直 道 蔵王ジーエル榊

幹  事 佐 藤 全 いオート′ウレ 幹  事 伊 藤 太 一 同伊新薬局

幹  事 鈴 木 北 斗 同京 苑 幹  事 金 子 隆 史 0かねこ

幹  事 池 田 勲 池田畳工業い 幹  事 斎 藤 久 長 榊あぶくま測量設計

幹  事 斎 藤 洋 志 榊金山自動車 幹  事 福 角 至 孝 榊フクシ薬品

幹  事 佐 藤 克 美 いヒルズ 幹  事 高 橋 豊 榊高橋工務店

幹  事 大 槻 誠 0大槻板金工業 幹  事 原 田 善 弘 いホテル原田hさくら

幹  事 鈴 木 章 義 日鈴木設備工業所 監  事 笹 森 裕 市 い笹森林業

監  事 大 槻 善 之 い大善製作所 監  事 成 海 敦 大 0成海鉄工所



2事業関係

(1)総会
件名 日時 場所 出席者 摘要

定時総会 26   5   15  17:00 ララさくら 17

来賓9

平成25年 度事業報告並びに収支決算報告

承認の件 監査報告

平成26年度事業計画 (案)並びに収支予算 (案 )

承認の件

報告事項 社会貢献活動について

(2)役員会等

件名 日時 場 所 出席者 摘要

監査会

監査会

第1回役員会

第2回役員会

第 3回役員会

第 4回役員会

26

４

　

４

　

４

６

　

６

　

６

２

　

２

　

２

18  18:00

lo  10  12:00

●
ι 16:30

23  18:00

25  11:30

25  12:30

ももの木

舞鶴会館

晴海荘

欄大善製作所

しんじん亭

しん じん亭

1

2

8

ｎ
υ

Ｅ
υ

7

平成25年度事業内容と収支決算監査

平成25年度事業内容と収支決算監査

平成25度事業報告並びに収支決算報告

承認の件 監査報告

平成26年度事業計画 (案)並びに収支予算 (案 )

承認の件

総会提出議案について

社会貢献事業活動について

今後の事業について

社会貢献事業について

(3)地区打合せ会・交流全
件 名 日時 場 所 出席者 摘要

親睦ゴルフ大会

交流会

角田・丸森地区

第30回親善ゴルフ大会

自石・刈田地区

全体交流会

柴田地区

角田・丸森地区

26   5   15  8:00

26   7   8  19:00

26   9   12  19:00

26   9   24  9:03

26   12   3  18:00

26   12   7  18:30

26   12  11  18:30

25  19:00Ｏ
ι

仙台グリーンゴルフ

ももの木

まごころ手料理花

表蔵王国際コ
゛
ルフクラブ

旬彩処ひがし小路

晴海 一壮

炭火焼大ちやん

|ま ごころ手料理花

4

13

4

4

4

8

8

Ｅ
υ

青年部会親睦ゴルフ大会 (OB2名参加)

新旧事務局長歓送迎会 (筆頭理事参加)

第1回打合せ会 (H26年度事業活動.青年の集いについて)

本部主催親善ゴルフ大会

今後の事業実施について

H27年度エコキヤツプ回収担当について

交流会

今後の事業実施について

組 織 FA大に つ いて

租税教室について

H27年度役員改選について



(4)研修会等

件名 日時 場所 出席者 摘要

税務研修会

租税教室講師養成研修

税務研修会

特別講演会

15 16:00

10  14  13:30

12 16:30

Ｏ
ι 13 17:00

舞鶴会館

合同庁舎

晴海荘

舞鶴会館

27

0

8

8

『改正消費税法について」

講師 法人課税第一部門統括国税調査官佐瀬信一氏

租税教室の概要について

租税教室の実施方法について

『消費税転嫁について」

講師 仙南法人会事務局長 横田伸二氏

「経営者のための経営・税金の本音ぶつちやけます I」

講師 税理士 岩松正記氏(受講者31名 )

(5)外部会議等

件 名 日時 場所 出席者 摘要

第 1回 県青連

部会長会議

第1回県青連事業

第2回 県青連
部会長会議

第3回 県青連
部会長会議

第4回 県青連
部会長会議

青年の集い

０
０ 15:00

13  14:00

13  15:30

ａ
υ

０
４

ａ
υ

う
乙

′
υ

Ｏ
乙

26   10

26   11

26   11

26   11

17  15:00

20 21:00

21  9:00

21 13:15

1 27

16:30

仙台が―デンヽ
°
レス

栗原市立若柳小学校

はさま会館

はさま会館

芙蓉閣

酒季亭比内や秋田店

秋田キャッスルホテル4F

秋田県民会館

新イ山台ヒ
゛

,レテ
゛
ィンク

゛6F

1

1

1

1

1

1

9

1

H25年度事業及び収支決算報告について

H26年度事業計画について

開催地ローテーシヨンについて

租税教室実施見学 (児童100名 )

講師 栗原法人会青年部会長

租税教室反省会

H26第2回 県青連事業計画について

租税教育活動について

アンケー ト調査システムの充実について

第27回 法人会全国青年の集い広島大会について

第1回研修事業結果について
H26年度租税教室活動プレセ

゛
ンテーションについて

H27研修担当会ローテーシヨンについて

(6)その他会議・行事

件 名 日時 場 所 出席者 満要

第 1回理事会

臨時理事会

第2回理事会

26   4  22  15:00

26   5  28  17:25

´
υ

Ｏ
こ 21  16:30

ララさくら

ウェテ
゛
ィンク

゛
ハ…゚ク本妥フローラ

和洋亭ぶざん

２

　

　

２

　

　

　

　

２

H25年度収支決算承認の件
H25年度議場報告

H26年度業務執行理事選任の件

正会員及び賛助会員の入会の件

事務局長選任の件

職務代行順位の件

慶弔規程制定の件
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件名 日時 場所 出席者 摘要

第1回組織委員会

第3回理事会並びに

同委員会

第2回組織委員会

第4回理事会

α
υ

Ｏ
乙

う
ι 10:30

15:10う
乙

７
′

Ｏ
ι 24  10:30

７
′

０
こ 15:00

和洋亭ぶざん

和洋亭ぶざん

和洋亭ぶざん

まちづくリオーガ

1

3

1

う
乙

宮城県法人会連合第 1回組織委員会報告

当会の取組みについて

正副会長会議報告について

定款・諸規定の整備承認の件
本年を事業実績報告・及び次年度事業計画について

新制度移行後の対応について

青年部会・書生部会の報告

宮城県法人会連合第2回組織委員会報告
H27.3月 末見込み会員数について
H27年度会員増強について
V―toolに ついて

H27年度事業計画並びに収支予算承認の件

役員損害保険加入について

給与規程の一部改正について

正会員及び賛助会員の入会の件
H27年度定時社員総会開催 日時。会場について

3庶務関係

慶事関係
祝  電  1件   ご祝儀   1件
弔  電  1件  火災御見舞い 1件

会貢献活動事業実施報告
地区名 日時 場所 出席者 摘要

租税教育プロデエクト |
委員会打合せ

第 5回租税教育
プロデェクト委員会

第6回租税教育
プロシ

゛
ェクト委員会

第7回租税教育
プロデェクト委員会

第18回 わんばく相撲
仙南場所
第2回 なでしこ相撲場
所

なでしこ杯表彰式

26   6   14  8:30

26   6   26  11:00

26   6   26  14:00

26   7   8  18:30

26   7   30  18:30

26   8   28  18:30

26   9   22  18:30

26   10  22  18:30

28   10  27  19:00

事務局

仙台が―デンヽ
°
レス

新仙台ヒ
゛
ルデイング3F

新仙台ヒ
゛
肝

゛
ィング5F

蔵王町宮小学校

東長町小学校

宮小学校

新{山 台ヒ
゜
ルテ

゛
ィンク

゛5F

新イ山台ヒ
゛
ルテ

゛
ィンク・5F

新仙台ヒ
゛
lげ ィング5F

2

1

1

1

94

2

2

1

1

1

1

1

1

第 5回租税教育プロデエクト委員会提出資料用ゴミ問題

シナリオ打合せ

租税教育活動プレセ
゛
ンテーション実施準備について

その他

租税教育活動プレセ
゛
ンテーション実施準備について

その他

租税教育活動プレセ
゛
ンテ…ション実施準備について

その他

宮城県内仙台以南在住の小学1～ 6年生の男女参加

(参加者 男 :67名 、女 :27)

団体優勝チームに仙南法人会杯を授与

H26第2回 なでしこ杯優勝表彰式

H26第2回 なでしこ杯優勝表彰式

租税教育活動プレセ
゛
ンテーション実施準備について

その他

租税教育活動プレセ
゛
ンテーション実施準備について

その他

租税教育活動プレセ
゛
ンテーション実施準備について



地区名 日時 場 所 出席者 摘要

租税教育
フ
゜
レセ

゛
ンテーション

租税教室

租税教室打合せ

租税教室打合せ

租税教室

租税教室

H25」CV世界の子ども
たちにワクチンを日
本委員会寄付

26   11   20  13:00

26   12   5  10:30

26   12  15  15:30

26   12  16  11:00

26   12  18  10:30

26   12  19  14:00

9:00
う
０

秋田県民会館

白石市立小原小学校

柴田町立船追小学校

丸森町立舘矢間小学

丸森町立舘矢間小学

柴田町立船迫小学校

七十七銀行

８

２

２

３２

８２

全国各地から選抜された‖局連代表

租税教室プレセ
゛
ンテーシヨン

児童5.6年生 8名

租税教室開催校長、教務主任 との打合せ

租税教室開催校長、教務主任 との打合せ

児童6年  32名

児童6年   82名

エコキャップ回収参加校 -98校
エコキャップ売却金45,034円 送金

(ワクチン 2,169名 分 口002削減効果 13667 2K g)
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青年部会会員名簿

支部名 氏 名 法  人  名 備考 L 支部名 氏  名 法  人  名 備考

: 白  石 我妻  直道 蔵王ジーエル腕 丸  森 斎藤  久長 榊あぶくま測量設計

2 白  石 伊藤  太― 同伊新薬局 丸  森 伊藤  和男 腕伊藤工務店

3 自  石 ―條  達也 )一條旅館 丸  森 斎藤 洋志 榊金山自動車

4 白  石 大槻  泰弘 TheCars 丸  森 佐藤 新作 佐藤印刷側

白  石 菊地  恒― 神カキヤ 丸  森 高橋 宏幸 榊仙南電設

白  石 佐藤  永― 丸山観光欄 柴  田 大槻  誠 洵大槻板金工業

白  石 佐藤   全 関オー トパル 柴  田 大野 一正 いおおの電器

白  石 森  建人 樹森昭 柴  田 庄司  大 榊庄司製作所

白  石 高橋  英雄 高甚製菓い 柴  田 高橋 義宜 高橋保険事務所

1 白  石 成海  敦大 司成海鉄工所 柴  田 原田 善弘 榊ホテル原田 inさ くら

11 白  石 北條  哲也 大同生命保険帥 柴  田 大槻 善之 神大善製作所 H273卒 業

白  石 阿部 竜也 蜀阿部工営社 H272退会 大河原 佐藤 敏徳 ltl蔵王の音飴本舗

白  石 齋藤 博敏 同新潟旅館 H27.3卒業 大河原 渋口  通 脚渋良建材店

蔵  王 鈴木 ヨヒ
=+

同京苑 大河原 高橋  豊 榊高橋工務店

角  田 池田  勲 池田畳工業欄 大河原 津田 春智 榊ツダクリエイ ト

角  田 石 川 広志 石川建設欄 大河原 佐藤 克美 榊ヒルズ

角  田 井上 秀樹 榊井上組 大河原 太 田 正浩 欄大田工業 H273卒 業

角  田 森  吉治 角田レミコン腕 大河原 鈴木 孝典 関鈴由 H273卒 業

角  田 金子 隆史 荀かねこ 大河原 福角 至孝 榊フクシ薬品 H273卒業

角  田 笹森 裕市 榊笹森林業 大河原 佐藤 能文 締タカヤ H2710入会

角  田 佐藤 真也 丸員建設帥 大河原 佐久間克明 さくま青果 H277入会

角  田 高橋 ―博 司高橋設備 川  崎 鈴木 章義 司鈴木設備工業所

角  田 斎藤 健― 同丸勝工業 川  崎 佐藤  仁 ltl佐 忠産業

角  田 丸子 敏明 l■l丸子設備工業 川  崎 佐藤 達也 欄猛工務店 H273卒 業

角  田 桜 場 敏孝 同角田リースセンター H27.3卒業 村   田 田中 友秀 腕田中クリーン



Ⅷ 女性部会関係

第一号議案 平成26年度事業報告並びに収支決算報告承認の件

1.組織関係

① 会員関係 部会員数75名

② 会員異動状況 入会 0名

脱会 4名 (角 田1名・大河原 1名・蔵王1名・丸森1名 )

l■lジェーエーシー・ltlこなや金物店・ltlトーホク美工社・
l■lアキコーボレーション

③ 役員関係 役員数 21名 (顧間1名・相談役1名・部会長1名・副部会長3名・幹事13名・監事2名 )

④ 役員名

役  職 氏 名 法 人 名 支 部

顧  問 古 積 恭 子 lal仙 南会計事務所 角 田

相 談 役 齋 藤 和 江 l■l相 山タクシー 村 田

部 会 長 庄 司 き く 子 l■l角 田防災 角 田

副部会長 吉 見 智 恵 lalきちみ製麺 白 石

副部会長 八 重 樫 裕 子 l■l八重樫工務店 大河原

副部会長 丹 野 千 代 子 lal丹野林業建設 崎

幹  事 長 橋 き ち 子 lalナガハシ 白 石

幹  事 冨 樫 裕 子 ltl冨 樫運輸 柴 田

幹  事 黒 木 ナ カ 子 lalシバセン 柴 田

幹  事 永 山 美 智 子 l■l永山設備工業 柴 田

幹  事 日 下 節 子 l■l観光堂 大河原

幹  事 小 形 千 代 子 l■lオガタ内装 大河原

幹  事 樽 見 た づ 子 ltl樽見建材店 蔵 王

幹  事 佐 藤 く に よ l■lザオウ清掃 蔵 王

幹  事 武 田 民 子 lal武田工務店 蔵 王

幹  事 春 日 部 初 世 lal春 日部組 丸 森

幹  事 佐 藤 艶 子 lalスェヒロ 丸 森

幹  事 岡 田 千 枝 子 l■l岡 田電器商会 川 崎

幹  事 大 内 か つ よ l■lアートキュービックセンター 村 田

監  事 島 貫 愛 子 l■l島貫タイヤ商会 白 石

監  事 中 村 フ サ 子 ltl菓子匠喜多屋 大河原

本部役員就任状況 (部会長・冨1部会長)

一般社団法人宮城県法人会連合会女性部会連絡協議会代表役員 (部会長・副部会長)

司きく子・吉見智恵・八重樫裕子・丹野千代

白石 角田 柴 田 大河原 蔵王 丸森 川崎 本寸田

12名 14名 9名 14名 7名 7名 5名 7名

本部組織委員 齋藤和江(相談役)



2.女性部会事業報告関係

(1)総  会

件 名 日 時 場  所 出席者 摘  要

定 時 総 会 26521

10:30～

八  雄  館

多 目 的 ホ ー ル

29名 平成 25年度事業報告並びに収支決算報告承認の件

〔監査報告〕平成 26年度事業計画(案 )並びに収支予算

(案)承認の件任期満了に伴う役員選任の件

(2)役 員会等

(3)打合せ会 等

件 名 日 時 場  所 出席者 摘  要

監  査  会 26424

10:00～

和 洋 亭 ぶ ざ ん

和 洋 亭 ぶ ざ ん

3名 収支決算内容・諸帳簿・証拠書類等、会計監査

第 1回 役 員 会 26424

10:30～

11名 (1)定時総会について(担当地区 :角 田・丸森 )

日時.場所研修会、招待来賓(案 )役害I分担等について

社会貢献活動(タオル寄贈先・フィリピンヘの支援物資協力について)

(2)定時総会提案議案について

平成25年度事業報告並びに収支決算報告承認の件く監査報告〉

平成26年度事業計画(案)並びに収支予算(案)承認の件

(3)そ の他

税務情報メール配信サービスについて

第 2回 役 員会 2729

17:30～

ホテル原田 inさくら 13名 (1〉 報告事項

(2〉 本年度事業実績報告・次年度事業予定について

(3〉 次年度任期満了に伴う役員改選の件

正 副 部 会 長

△
議

27.3.27

16:30～

まちづくリオーガ 4名 (1)女 性部会事業担当支部害1について

(2)次年度任期満了に伴う役員選任の件について

件 名 日 時 場  所 出席者 摘  要

担 当 支 部

△
口 せ打

26424

17:00～

せいごや ら、ら、 4名 定時総会開催場所・

税務研修会内容・社会貢献事業寄贈の件について

く出席者 :角 田支部・丸森支部 〉

租 税 教 室

リハ ー サ ル

26.1127

18:30～

lalス ェ ヒ ロ 3名 丸森小学校・租税教室担当役員講師リハーサル

く出席者 :庄司・佐藤・春田部〉

角田丸森支部

反  省  会

26122

12:00～

ま ん ま 亭 5名 租税教室を終えて反省点について

く出席者:庄司'佐藤・春日部・事務局2名 〉

租 税 教 室

リハ ー サ ル

26129

14:00～

蔵  夫  土 4名 宮小学・租税教室担当役員講師リハーサル

〈出席者 :木村・佐藤・武田・事務局〉

村 田 支 部

△
ム省反

27.1.27

12:00～

和の台所 なだまん 3名 租税教室を終えて反省点について

く出席者:齋藤・大沼・事務局1名 〉

担当支部新年会

進 行 打 合 せ

27128

12:00～

和 洋 亭 ぶ ざ ん 6名 税務研修会・税の絵はがきコンクール.新年交流会

く出席者:黒木・丸田・八重樫・日下'中 村・小形〉



(4)交流会

件 名 日 時 場  所 出席者 内容

新 年 交 流 会 .

税に関する絵は

がき選考会

2729

16:30～

ホテル原田 lnさくら 27名 新年会部会員交流(担当地区 :柴田・大河原 )

・会員交流くじ引き等開催

税の絵はがき仙南選考会(応募数:5校/130件 )

(5)講演会・研修会等

件 名 日 時 場  所 出席者 テーマ・講師(内 容等)

税 務 研 修 会 26.5.21

10:30～

八  雄  館

多 目 的 ホ ー ル

36名 演題『改正消費税について』

講師 大河原税務署法人課税第一部門

統括国税調査官 佐瀬信一 氏

租 税 教 室

講 師 研 修 会

261014

13:30～

大河原合同庁舎

入札室 (付属棟 )

1名 第一部 平成26年度租税教室講師のポインHこついて

講師 仙台北税務署広報公聴官 佐々木 氏

第二部 租税教室講師研修

講師 大河原教育事務所教育班(指導主事)渡邊誠 氏

出席者 :女性部会担当事務局

被災地復興応

援・防災研修会

(震 災 学 習 )

261121

8:00出発

塩釜・イ山台方面 13名 武田の笹かまばこ 武田せつ子 氏より震災当時の体験談

並びに、工場再建までの経過・防災についてお話いただ

き、工場見学等も併せておこなった。

塩釜神社にて復興祈願・沿岸部の復興状況視察。

税 務 研 修 会 27.2.9

16:00～

ホテル原田 inさくら 27名 演題『消費税の転嫁について』

講師 仙南法人会事務局長 横田 伸二 氏

(6)外部主催会議等

件 名 日 時 場  所 出席者 摘  要

宮城県法人会女性

部 会連 絡協 議 会

第 1回 連 絡 会

26516

12:00～ (石 巻 市 )

2名 (1)平成 25年度事業経過及び収支決算案承認について

(2)第 6回税に関する絵はがきコンクール取組み報告について

(4)冬のいちごプロジェクト取組み報告について

(5)今年度事業予定について (6)各会報告等

講演会・第1部 .第 2部    (出 席者:庄司・丹野〉

宮 城 県 法 人 会

連絡協議会第2回

部 会 長 会 議

27210

12:00～

江 陽 グ ラ ン ド

ホ テ ル 4階

(イ山 台 市 )

1名 税に関する絵はがきコンク̈ ル県内入賞作品選考審査会

12:45～  審査員 ノJヽ野寺 純一 氏

部会長会議 14:00～報告事項

① 全法連報告事項について

② 平成26年度状況報告について

協議事項

①平成27年度事業計画・収支予算案について

②女性フォーラムについて

く出席者:丹野千代子〉
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件 名 日 時 場  所 出席者 摘  要

宮城県法人会女性

部 会連 絡協議 会

第 2回 連 絡 会

272.25

12:00～

15:30～

ホ テ ル モ ントレ

仙  台  3 階

(イ山 台 市 )

3名 (1全法連報告について

(2)税に関する絵はがきコンクール審査結果について

(4)いちごプロジェクト冬の取組について

(5)平成26年度事業及び収支状況報告について

(6)平成27年度事業計画及び収支予算について

(7)女性フォーラム福岡大会について

(8)役員改選についてく出席者:庄司きく子・齋藤和江〉

県  女  連

視 察 研 修 会

261024

～25

8:00出発

東京・横浜・り‖越

方 面

4名 目黒雅叙園及び横浜赤レンガ倉庫等見学

参加者 :庄司・春日部・大沼・遠藤

宮城海上保安部

視 察 研 修 会

271128

10:00～

宮城海上保安部

分  庁  舎

2名 講演会 ,巡視船おしか見学

参加者・庄司・丹野

栗原法人会20周

年 記 念 式 典

261022

10:30～

ホ テ ル グ ラ ンド

プ ラ ザ 浦 島

1名 記念講演会・記念式典

出席者 庄司

仙台中法人会20

周 年 記 念 式 典

27223

11:00～

仙 台 国際 ホテル 1宅 記念講演会 ,記念式典・祝賀会

出席者 庄司

(7)社会貢献活動等

=未
使用タオル寄贈 2652111:10～

特別養護老人ホーム仙南ジェロントピア く200枚 〉

=フ
ィリピンヘの支援物資引き渡し 26521 12Ю O～

たてやま歯科クリニック 院長 菊池陽―先生

=租
税 教 室

2612210:35～ 丸森小学校6年生(40名 )角田・丸森役員く庄司・佐藤・春日部 〉事務局2名

26121713:30～  宮 」ヽ学校6年生(39名 )蔵王支部く木村・佐藤・武田〉事務局2名

2712710:40～ 村田小学校6年生(65名 )部会長く齋藤・大沼〉事務局1名

=東
北六県連女性部会連絡協議会主催 税に関する絵はがきコンクール

東北六県応募作品数13,827枚 内(仙南)130枚 南応募学校数 :

◇10点 (公社)仙南法人会女性部会部会長賞として、賞状・図書カード・カラー7ペン等 贈呈

◇参加賞進呈 (鉛筆2本・消しゴム・税に関する絵ハガキテイッシュ)

●第 6回税に関する絵はがきコンクールパネル展示

26107(火 )～261015(水)大河原税務署1階展示

261017(金 )18(土 )19(日 )村田町蔵の陶器市会場

26121(月 )～ 5(金)村田小学校・村田第二小学校展示
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=夏
・冬 節電プロジエクト ピーク時使用電力 15%削減「いちごプロジェクト(節電啓発活動 )」

節電協力お願いラベルを貼り、啓発用リーフレットの配布をおこなった。

26 811 11:30 白石夏まつリヘ節電うちわ100個 無償配布した。

26 8.23 9:30 蔵王町宮まつリヘ節電うちわ100イ固 無償配布した。

26122210:00 川崎町(啓発用リーフレット・ミニカイロ・くつ下を無償配布)計200個無償配布した。

※その他、一般に向けて、自石市役所・丸森町役場・仙南信用金庫3店舗に設置。

¨村 田支部税のPR展への協 力

2610179:30～ 3億円レプリカの展示・税金クイズ開催

e一丁ax普及推進用ポケットティシュ・税の啓発本の配布

出席者 :庄司きく子・村田支部(役員4名・女性部会2名・)事務局3名

=被
災地視察復興応援・防災研修 〔復興応援事業〕について 参加 :12名・事務局 1名

261121 復興長期化と風評被害による海産物などの販売不振の被災地の方々の役に立ちたいという

部会員の想いから被災地の商品を購入し、美味しさと新鮮さをロコミで広めようと購入支援協力をおこなった。



女性部会会員名簿 75名

平成27年 3月 31日 現在

支部 氏  名 法 人 名 支部 氏  名 法 人 名

1 白 石 安 倍 智 沙 子 白石開発田四季の宿みちのく庵 大河原 齋  洋 子 欄サイ薬局

白 石 ― 條 千 賀 子 (資)一條旅館 40 大河原 佐藤 美枝 子 丸和サンテックm

白 石 川田すみ子 詢川田会計事務所 41 大河原 佐 藤  勝 江 新日電業商会

4 白 石 吉 見  智 恵 榊きちみ製麺
″

， 大河原 鈴 木 幸 子 榊鈴由

白 石 後 藤  京 子 旬後藤不動産
月
十 大河原 竹川富 久子 (資 )竹川商店

6 白 石 四 竃  明 子 抑旅館かつらや
′
十 大河原 武 山津 也子 ltlす したけ

7 白 石 柴 田 祐 子 襴柴田自動車整備工場
Л
十 大河原 津 田 み よ い津田印刷

8 白 石 島 貫 愛 子 司島貫タイヤ商会
И
十 大河原 堀内 由美子 東洋殖産い

9 白 石 高 橋 恵 美 子 帥高橋会計事務所 47 大河原 中 村 フサ 子 樹菓子匠喜多屋

10 自 石 太 宰 ふ じ子 欄白石倉庫
”
■ 大河原 星  礼 子 司星薬局

白 石 長 橋 き ち子 腕ナガハシ 49 大河原 八重樫 裕 子 抑八重樫工務店

白 石 村 上 博 美 榊朝文堂 蔵  王 伊 藤 節 子 l■l伊藤モータース

角 田 青 野 万 里 子 司さとう写真 蔵  王 木 村 節 子 罰木村商店

1 角  田 池 田 ま つ 子 池田畳工業帥 蔵  王 斎 藤  良子 荀斎藤組

角  田 加藤  往 子 ltl加藤会館 蔵  王 佐 藤  国 子 欄佐藤工務店

角  田 木 村  幸 江 榊カー ドック・ アイ 54 蔵  王 佐藤 くに よ 司ザオウ清掃

角  田 郷家 千 賀 子 司郷家精肉店 蔵  王 武 田  民 子 襴武田工務店

角  田 古 積  恭 子 欄仙南会計事務所 蔵  王 樽 見 た づ子 司樽見建材店

角  田 笹 森  志 津 司ささもり菓子舗 丸 森 遠 藤 隆 子 遠正建設い

角  田 佐 藤 きみ 子 司佐藤鉄エ 丸 森 大槻美代子 い八島工業

角 田 庄司き く子 罰角田防災 丸 森 大橋 智美 帥杉沢工務店

角  田 菅 原 あ けみ l■l菅原板金 60 丸 森 春 日部 初世 欄春日部組

角  田 目 黒 せ つ 子 l■l目 黒自動車 丸 森 菊地 千江子 司そめや呉服店

角 田 森  智 恵 子 l■l遊膳 丸  森 佐藤 艶子 榊スエヒロ

角  田 湯 村  文 抑ヒシダイ 丸 森 引地 輝 子 l■l引 地商店

角  田 湯 村  芳 子 欄ヒシダイ 64 川 崎 阿部 み つ え 同阿部薬局

柴  田 安 藤  節 子 抑安藤仁七商店 川  崎 大 宮志 麿子 村大文林業

柴  田 大 槻  富 子 l■l大槻板金工業 川 崎 岡 田 千 枝 子 村岡田電器商会

柴  田 木 村  敏 恵 榊木村スタジオ 川 崎 佐 山エ イ子 柴田土建帥

30 柴  田 黒 木 ナ カ子 榊シバセ ン 崎 丹野 千代子 襴丹野林業建設

柴  田 冨 樫  裕 子 村冨樫運輸 村  田 大 内 か つ よ 司アー トキユービツクセンター

柴  田 永 山 美 智 子 司永山設備工業 村  田 太 田 典 子 l■lレ ストハウスリッキーズ

柴  田 長谷川せい子 抑陣屋 村  田 大 沼  和 子 l■l灘満

柴  田 丸 田 講 子 司丸幸建商 村  田 大 沼 清 美 l●l大沼板金工業

柴  田 三 塚  徳 子 いひさご旅館 村  田 齋 藤 和 江 司相山タクシー

大河原 小 形 千 代 子 l■lオ ガタ内装 74 村  田 桜中 千 枝 司桜中味噌店

大河原 菅 野 希 子 l■lカ ンノエ芸 7 村  田 佐 山奈 穂 子 司萬崎瓦工業所

大河原 日 下 節 子 村観光堂



Ⅸ 意見活動 平成 27年度税制改正要望意見の具申

当会税制委員会にて検討をおこなった平成 27年度税制改正要望意見を、(―社)宮城県法人会連合会を通

じて (公財)全国法人会総連合に提出し、さらに、地元白石市長・白石市議会議長に対しても、税制改正及

び行財政改革に関する陳情をおこなつた。(平成 26年度 11月 26日 :佐藤義信税制委員長)

平成 27年度税制改正に関する提言 (要約)

≪基本的な課題≫

I.社 会保障と税の一体改革と今後のあり

1.社 会保障制度のあり方に対する基本的考え方

○我が国の社会保障制度は「中福祉」「低負担」であり、高齢化社会の急進展により今後の社会保障

給付は急速な増大が不可避とされることから、社会保障制度の改革は急を要する。

O改革に当たつては、いかに給付を「重点化 口効率化」によつて抑制するかが重要である。給付財源

を公的負担に頼ることになれば、いくら増税 しても間に合わない。

(1)年金については、「マクロ経済スライ ドの厳格な適用」「支給開始年齢の引き上げ」「高所得者の

年金給付の削減」等、抜本的な施策を実施する。

(2)医療については、成長分野と位置付け、大胆な規制改革を行う必要がある。また、給付の急増を

抑制するために診療報酬 (本体)体系を見直すとともに、後発医薬品 (ジ エネリック)の使用促進

を強化する。

(3)介護保険については、制度の持続性を高めるために、真に介護が必要な者とそうでない者とにメ

リハリをつけ、給付のあり方を見直すべきである。

(4)生活保護については、給付水準のあり方などを見直すとともに、不正受給の防止などさらなる厳

格な運用が不可欠である。

(5)少子化対策では、現金給付より保育所の整備など現物給付に重点を置いた方が効果的である。

(6)企業の過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような社会保障制度の確立が求められる。

2.消費税引き上げに伴う対応措置

○消費税率の引き上げに当たつては、景気に十分な配慮が必要なほか、よりきめ細かな価格転嫁対策

が求められる。

(1)消費税率のさらなる引き上げに対応するため、現在施行されている「消費税転嫁対策特別措置法」

の効果等を検証 し、中小企業が適正に価格転嫁できるよう、さらに実効性の高い対策をとるべき

である。

(2)事業者の事務負担、税制の簡素化、税務執行コス トおよび税収確保などの観点から、当面 (税

率 10%程度までは )は単一税率が望ましい。

また、インポイスについては、単一税率であれば現行の「請求書等保存方式」で十分対応できる

ものと考えるので、導入の必要はない。



(3)税の滞納全体に占める消費税の割合は依然として高く、国民に消費税に対する不信感を与える一

因ともなつている。本来、消費税は預り金的な性格を有する税であることから、消費税率のさら

なる引き上げを考慮すると、その滞納防止に向けて、制度、執行面においてより実効性のある対

策を講じる必要がある。

3.財政健全化に向けて

(1)財政健全化の達成は税の自然増収や増税のみに頼るのではなく、聖域なき歳出削減が不可欠であ

る。その際には社会保障をはじめとした各歳出分野に削減目標を定め、その達成に必要な具体的

方策と工程表を明示して着実に実行することを求める。

(2)消費税率のさらなる引き上げに当たつては経済への負荷を和らげる財政措置も必要になろうが、

財政健全化の阻害要因とならないよう十分注意すべきである。

′ (3'国債の信認が揺らいだ場合、金利の急上昇など金融資本市場に多大な影響を与え、成長を阻害す

ることが考えられる。市場の動向を踏まえた細心の財政運営が求められる。

4.行政改革の徹底

○社会保障の安定財源確保と財政健全化のために、消費税が引き上げられることは重要であるが、そ

の前提に「行革の徹底」があつたことを改めて想起する必要がある。

O「まず院より始めよ」の精神に基づき地方を含めた政府、議会が自ら身を削らなければならない。

(1)国 口地方における議員定数の削減、歳費の抑制

(2)国 。地方公務員の人員削減、能力を重視した賃金体系による人件費の抑制

(3)特別会計と独立行政法人の無駄の削減

(4)民間にできることは民間に任せるなど、積極的な民間活力導入を行つて成長につなげる。

5.共通番号制度について

○マイナンバーの運用に当たつては国民の利便性を高めるとともに、制度内容を国民に周知し、定着

に向けて取り組んでいくことが必要である。

O個人情報の漏洩、第三者の悪用を防ぐためのプライバシー保護など制度の適切な運用が担保される

措置を講じるとともに、コス ト意識をもつことも重要である。

6.今後の税制改革のあり方

○今後の税制改革に当たつては、①国際間の経済取引の増大や多様化、諸外国の租税政策等との国際

的整合性②経済の持続的成長と雇用の創出③少子高齢化や人口減少社会の急進展④グローバル競

争とそれがもたらす所得格差など、経済社会の大きな構造変化などにどう対応するかという視点等

を踏まえ、税制全体を抜本的に見直していくことが重要な課題である。

41



Ⅱ.経済活性化と中小企業対

1.法人税率の引き下げ

○復興特別法人税が 1年前倒しで廃止され、法人実効税率は35.64%に 引き下げられた。しかし、

近年、国際競争力の強化や外国資本の誘致などを目的に大幅な引き下げが行われているアジア、欧

州各国との税率格差は依然として大きい。

こうした状況が続けば、国内企業の海外移転が加速し、雇用への悪影響、さらには経済全体の衰退

につながる恐れがある。これらの観点から、法人の税負担は地方税を含めて大幅に軽減すべきであ

り、政府が示した来年度からの法人実効税率引き下げを着実に実行すべきである。

O税率引き下げの代替財源については、財政健全化目標との関係なども踏まえれば恒久財源の確保を

原則とすべきで、具体的財源は税制全般の改革の中で検討されることが望ましい。

(1)法人実効税率20%台の実現

(2)代替財源として課税ベースを拡大するに当たつては、中小企業に十分配慮すべきである。

2.中小企業の活性化に資する税制措置

(1)中小企業の軽減税率の 15%本則化と適用所得金額の引き上げ

中小法人に適用される軽減税率の特例 15%を時限措置ではなく、本則化するよう求める。なお、

直ちに本則化することが困難な場合は、適用期限を延長すること。

また、昭和56年以来、800万円以下に据え置かれている軽減税率の適用所得金額を、少なく

とも1:600万 円程度に引き上げるよう求める。

(2)中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置は、以下の通り制度を拡充するとともに本則化

することを求める。

①中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したうえ、「中古設備」を含める。

②少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例については、損金算入額の上限 (合計300万

円)を撤廃する。

3.事業承継税制の拡充

○我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化、雇用の確保などに大きく貢献しており、

経済の根幹を支える重要な存在である。その中小企業が相続税の負担等により事業が承継できなく

なることは、日本経済に大きな損失を与えるものである。

O平成25年度税制改正において、納税猶予制度の要件緩和や手続きの簡素化が図られるなど大幅な

見直しが行われた。しかし、中小企業が円滑な事業承継を行うにはまだ不十分である。

(1)相続税、贈与税の納税猶予制度について要件緩和と充実

①株式総数上限 (3分の2)の撤廃と相続税の納税猶予割合 (80%)を 100%に 引き上げ

②死亡時まで株式を所有しないと猶予税額が免除されない制度を、5年経過時点で免除するよう見

直す

③対象会社規模を拡大する

(2)親族外への事業承継に対する措置の充実

(3)事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設
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Ⅲ.国 と地方のあり

○地方分権は権限と責任が国から移行することを意味する。従つて地方は国依存から脱却し自立・自助

の体質を構築することが不可欠となる。

○地方行政に必要な安定的な財源の確保や行政改革についても、自立に向けて自らの責任で政策を企

画・立案し実行していくことが求められる。

(1)広域行政による効率化の観点から道州制の導入について検討すべき。それに伴い、基礎自治体 (人

口30万人程度)の拡充を図るため、さらなる市町村合併を推進するとともに、議員定数削減や

行政のスリム化などの合併メリットを追求する必要がある。

(2)地方においても、それぞれ行財政改革を行うために、民間のチエック機能を活かした「事業仕分

け」のような手法を導入すべきである。

(3)地方公務員給与は、国家公務員給与と比べたラスパイレス指数 (全国平均ベース)が是正されつ

つあるものの、依然としてその水準は高く、適正水準に是正する必要がある:と くに、国家公務

員に準拠するだけでなく、地域の民間企業の実態に準拠した給与体系に見直すことが重要である。

(4)地方議会は大胆にスリム化するとともに、より納税者の視点に立って行政に対するチェック機能

を果たすべき。また、高すぎる議員報酬の一層の削減と政務活動費の適正化を求める。行政委員

会委員の報酬についても日当制を広く導入するなどして見直すべきである。

○被災地の復興の遅れが依然として改善されていない。復興事業に当たつては、予算を適正かつ迅速に

執行するとともに、原発事故への対応を含めて引き続き、適切な支援を行う必要がある。また、被災

地における企業の定着、雇用確保を図る観点などから、実効性のある措置を講じるよう求める。

1.納税環境の整備

2.租税教育の充実

≪税 目別の具体的課題≫

1.役員給与の損金算入の拡充
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1.所得税のあり方

(1)基幹税としての財源調達機能の回復

(2)各種控除制度の見直 し

(3)個 人住民税の均等割は、応益負担原則の観点から適正水準とすべき

2.少子化対策

続税 口贈与税関

1 相続税の負担率はすでに先進主要国並みであることから、これ以上の課税強化は行うべきではない

2.贈与税は経済の活性化に資するよう見直す

(1)贈与税の基礎控除の引き上げ

(2)相続時精算課税制度の特別控除額 (2,500万円)の引き上げ

1.固定資産税の抜本的見直 し

(1)商業地等の宅地を評価するに当たつては、より収益性を考慮 した評価に見直す

(2)居住用家屋の評価は経過年数に応じた評価方法に見直す

(3)償却資産については、「少額資産」の範囲を国税の中小企業の少額減{面償却資産 (30万円)にま

で拡大すべき。また、将来的には廃止も検討すべき。

(4)土地の評価については行政の効率化の観点から一元化すべき

2.事業所税は固定資産税と二重課税的な性格を有することから廃止する

3.住民税の超過課税は法人に対 して安易に課すべきではない

4.法定外目的税は税収確保のために法人に対して安易に課すべきではない

1.配当に対する二重課税の見直し

2.電子申告の推進について
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○

○

平成 27年度税制改正ス ローガン

まだ道半ば。

国・地方 とも聖域 なき行財政改革の推進 を

厳 しい経営実態 を踏まえ、

中小企業 の活性化 を図 る税 制 を !

○ 法人 の実効税 率 を 20%台 に引 き下 げ、

軽減税 率 も 15%の 本則化 とす る見直 しを !

○ 本格 的 な事業承継税制 を確 立 し、

地域経済 を支 える中小企 業 に配慮 を !

И
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報告事項 (2)

(理事会承認事項)

平成27年度事業計画及び収支予算について

公益社団法人 仙南法人会



平成 27年度事業計画

公益 社 団法人 仙南法人会

I 基本方針

「よき経営者のめざすものの団体として、会員の積極的な自己啓発を支援 し、納税意識の向上と企

業経営および社会の健全的な発展に貢献する」に沿い、公益社団法人として法律に則つた「法人自治」

「自己責任経営」の運営を基本とする。

1.健全な納税者団体としての事業の充実

2.地域への社会貢献活動の積極的な展開

3.組織基盤の整備

4.会員企業支援のための事業の実施

Ⅱ 活動重点項目

公益社団法人移行を法人会本来の理念と活動に立ち戻る機会と捉え、法人会の原点である「税」に

関する活動に軸足を置き、特に e― Taxの 普及拡大・利用促進を図る。

また、組織 .財政基盤の充実の再構築を図るため、常時会員増強に努めるが、税理士会、関係団体

等の協力を得て会員増強を推進する。

Ⅲ 事業計画

1.税知識の普及や納税意識の高揚および税を巡る諸環境の整備改善等を図ることを目的とする事業

(税制委員会、広報委員会、青年部会・女性部会、支部)

(1)税知識の普及を目的とする事業

1)税務研修会 (青年部会・女性部会・9支部) 2)税 ・財政講演会

3)新設法人説明会              4)法 人税申告等にかかる説明会

5)改正税法説明会              6)参 考本・テキス トの配布

(2)納税意識の高場を目的とする事業

1)広報誌 (仙南法人三ュース)の発行     2)ホ ームページによる税情報の広報

3)租税教室                 4)税 の絵はがきコンクール作品の募集及び応募作品を支部

開催「税金展」での掲示

5)地域イベント会場での「税金展」の開催   6)e― Taxの利用の促進

(3)税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業

1)税制アンケー トの実施           2)税 制改正提言要望書の関係機関への提出

3)税制改正要望大会             4)全 国青年の集い

5)全国女性フォーラム



2.地域経済社会環境の整備改善を図り 、企業の健全な発展に資する事業

(事業委員会、青年部会・女性部会、支部 )

(1)地域企業の健全な発展に資する事業

1)経営セミナー               2)経 済セミナー

3)財務・会計セミナー            4)社 員実務セミナー

5)教養、健康講話              6)講 演会

(2)東 日本大震災の取組

1)震災支援と復興への取組

(3)地域社会貢献を目的とする事業

1)社会貢献事業

2)継続事業福祉施設へのタオル寄贈、エコキャップ回収代金の寄付等

(4)中小企業の税務コンプライアンスの向上施策

国税庁、日税連及び全法連の 3者で検討を進めてきた「自主点検チェックシー ト及びガイ ド

ブック」が26年 4月 以降導入されることに伴う、同施策の普及推進に努める。

3.組織強化および法人会会員企業に対する事業

(組織委員会、事業委員会、厚生委員会、青年部会・女性部会、支部 )

(1)会員増強運動の充実

1)新設法人情報の取得             2)支 部による会員勧奨

3)役員合同会議

(2)会員交流に資する事業

1)新年会員交流会               2)総 会交流会

3)役員合同会議交流会             4)移 動講演会

5)部会企業訪間・視察研修会          6)支 部交流会・視察研修会

(3)福利厚生制度の推進

1)経営者大型保障制度の普及推進        2)ビ ジネスガー ドの普及推進

3)がん保険制度の普及推進           4)自 動車保険制度の普及推進

5)貸倒保証制度の普及推進           6)健 (検)診事業

(4)部会、支部の充実

1)青年部会・女性部会研修会          2)支 部研修会

4.法人会管理運営

(1)単位会   総会、理事会、役員合同会議、正副会長会、総務委員会

(2)県 連   総会、理事会、総務・税制・組織・広報・事業・厚生委員会、会長会議、役職員

研修会、部会、事務局長会議

(3)六県連   運営協議会、会長会議、研修会

(4)全法連   委員会、セミナー

(5)友誼団体との協調

(6)その他の事項
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平成27年度事業予定計画

議 事  業 そ の 他

4 (16)監査会

(22)青年部会監査会・役員会

(22)女性部会監査会・役員会

(27)第 1回理事会

ほうじん春号・図書斡旋随時

●上期会費納入

(16,17)全 国女性フォーラム(愛知)

(21)県・①税制委員会

支部総会(報告会)

(28)丸森  (22)七ヶ宿

(14)青年部会定時総会

(19)女 性部会定時総会

( )税制委員会

(28)臨時理事会

・各支部税務研修会

(28)記念講演会

支部総会(報告会)

(13)自石 (13)角 田 (14)柴 田

(8)大河原 (12)蔵王 (15),|1崎

(22)村 田

( )県・①総務委員会

( )県・①厚生委員会

( )県・①理事会

( )広 報委員会

( )厚生委員会

13(上 )わんぱく相撲仙南場所

( )法人税申告等に係る説明会(上半期)

( )社員セミナー

( )県・定時社員総会、理事会

( )県・②税制委員会

7 ( )総務委員会

( )事業委員会

( )青年部会役員会

)社員セミナー (マイナンバー ほうじん夏号
( )県・①事業委員会

( )第 2回理事会・合同委員会・福利厚生連協

( )組織委員会

( )支部事務担当者会議

)女性部会夏の節電啓発活動 酬
＜
＜
＜
＜

誌発行(第 45号 )

)県 :①事務局職員研修会
)県・①広報委員会
)県・①組織委員会
)女性部会夏の節電啓発活動

( )青年部会役員会

( )中 小企業会計啓発・普及セミナー

( )改正税法説明会

( )親善ゴルフ大会

●下期会費納入
≪支部会員増強運動 :9～ 12月 ≫
( )県・②厚生委員会

( )県・②理事会
( )県・役職員研修会

( )税理士会大河原支部との連絡協議会

( )青年部会役員会

( )女 性部会役員会

( )租税教室講師研修会
・各支部税のPR活動

()白 石  ()角 田 ()柴 田

()大河原  ()蔵王  ()丸森

()川崎  ()村田 ()七ヶ宿

()～ ()税に関する絵はがきパネル展示

≪支部会員増強運動 19～ 12月 ≫

ほうじん秋号
( )法人会全国大会( )
( )県・②広報委員会

)広報委員会 兄を考える週間 :11～ 17日》
( )税制改正要望陳情

〔～ )移動講演会

〔 )仙南ひまわり会議演会

(・ )年末調整説明会

〔 )新設法人説明会

( )租税教室
〔 )女性部会復興支援

≪支部会員増強運動 :9～ 12月 ≫

( )全国青年の集い(広島)

( )仙南優法会研修会・総会

( )大河原税務署納税表彰式

( )県・②総務委員会

( )県・②監査会

( )総務委員会

( )青年部会役員会・研修会・全体交流会

( )広 報委員会

)女性部会冬の節電啓発活動

)租税教室

)法人税申告等に係る説明会(下半期)

≪支部会員増強運動 :9～ 12月 ≫

( )県 :②事務局職員研修会

1

( )第 3回理事会・合同委員会

( )租税教室

( )大河原税務署長講演会

医報 誌 発 行 t弟 46号リ

まうじん冬号

( )県 :合同委員会

( )支部事務担当者会議

( )青年部会役員会

( )女性部会役員会

( )女性部会研修会・絵はがき選考会・交流会

( )特別講演会 青年部会主催

税団協 1表蔵王」発行
( )県・③厚生委員会

( )県・②組織委員会
( )県・②広報委員会

( )総務委員会

( )組織委員会

( )事業委員会

( )青年部会役員会

( )女性部会役員会

( )第 4回理事会

( )県・③総務委員会

( )県・②事業委員会

( )県・③理事会

( )県・会長懇談会
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(平成27年4月 1日 ～平成28年 3月 31日 )

益社団法人仙南法人

科  目 平成27年度予算 平成26年度予算 増減 摘 要

の部

I 経常増減の部

経 常収益

1 基本 責産運用益 3,000 ▲ 1,000

(1)基本資産受取利息 2,000 3,00〔 ▲ 100C

2 特定資産運用益 100C 1000
(1)蜂申 管 産導 取 力1自 100C 1.00(

3.受取会費 12136_00C !2,220,00C ▲ 84,00( 会員年額会費

(1)正会員受取会費 11,680,000 1180000〔 ▲ 120,00( 正会員の減 (1,023名 → 1,005名 )

(2)賛助 会員受取会費 45600C 420,00( 36,00( 陵助会員の増(70名 →76名 )

事業収益 1,887.000 1.700.00C 187.00

(1)研修事業収益 60,000 60.00( 'C研修等

(2)社会貢献事業収益 40,000 40,00( エコキヤップ回収等

(3)福利厚生事業収益 350000 400,00C ▲ 5000( 建診手数料の減

(4)会員親睦事業収益 1.180,000 200000 移動講演会 親善ゴルフ大会、各種交流会会費の増

(5)青年部会事業収益 0 600,000 ▲ 600.00{ 雪年部会事業参加負担金

(6)女性部会事業収益 0 300,000 ▲ 300,00( 気性部会事業参加 負担金

(7)その他事業収益 257,000 200,000 5700( 会報広告収入、新年会等(支部新年会会費の組入れ)

5 受取助成金 8.569.000 7.540.700 1028.30〔

(1)全法連助成金 7.950.000 7.540,700 金法連助成金の増

(2)県法連補助成金 619,000 0 619,00( 黒法連助成金の増

6受 取補助金 355,000 150,00C 205,00〔

巨生中小機構_____ 150000 150,000 中小企業会計セミナー開催補助金

(2)その他 205,000 0 20500( 也方自治体等補助金(支部補助金の組入れ)

7 受取負担金 837,00〔 903,000 ▲ 66.00(

(1)青年部会負担金 57600( 636,00C ▲ 6000〔 青年部会会費 (53名 → 48名 )

(2)女性部会負担金 23100( 237,000 ▲ 600〔 女性部会会費(79名 →77名 )

(3)団体負担金等 30.00( 3000C (仙南優法会事務負担金)

8.雑収益 388,00( 151,000 237.000

(1)受取利息 100〔 100C 0 預金矛1息

(2)雑収益 38700〔 15000C 23700C 祝儀等の増(支部総会ご祝儀の組入れ)

経常収益計 24,175,00( 22.668,700

( 〕 経 常費用

1 公益目的事業 14,457,00C 12,391,510 2,065,490

① 役員報酬 0

給料手 当 641100( 6,045,00( 366,00( 事業費相当額(事務局長引継経費の増)

福利厚生費 989,00C 84500( 14400( 法定福利費、職員健康診断(事務局長引継経費の増)

④ 退職給付費用 234.00( 14.00( 中退共関連(事務局長引継経費の増)

⑤ 旅費交通費 300,00C 145,00( 15500( 会議、研修 出席旅 費

⑥ 通信運搬費 709,00C 56500( 14400( 郵送料、電話料

事務委託 費 31100C 31100〔 商工会等への事務委託費(管理費→共通費への組替)

③ 会場費 125,00( 32400( 研修、セミナー等賃借料 (支部活動費の組入れ)

⑨ 会議費 588,00C 488,00( 委員会等会議等 (支部活動費の組入れ)

⑩ 消耗品費 679,00C 275,00( 404,00( 事務用 品、消耗 品

消耗備 品費 69000 30,00( 3900( 事業費相当額(PC購入等)

⑫ 印刷製本費 576.000 448.00( 12800( 大報製作費より組替

⑬ 支払負担金 374,000 150,00〔 224.00( まゝわり講演会等

⑭ 光熱水料費 172,000 13600〔 36,00( 電気、灯油代

広報製作 費 17600C ▲ 17600( 広報誌を印刷製本費、HP保守料を支払委託費へ組替

⑩ 修繕費 3200(

◎ 賃借料 933,000 933.00( 事務所賃借料より組替

⑬ 事務所管理費 808,86〔 ▲ 80886〔 (H27よ り事務所賃借料は、賃借料へ計上)

保険料

支払助成金 175800C ▲ 175800〔 支部、部会活動費を各科ロヘ直接計上(H26よ り)

② 諸謝金 514,000 18000C 334.00〔 セミナー講演会講師謝金(支部活動費の組入れ)

② 支払委託費 317.000 317,00〔 看板政策委託、HP保守委託費(広報製作費より組替)等

④ 支払寄附金 448000 60,000 388,00〔 フクチン、自石 り||さくら植樹、白石ボーイスカウト他

② 新聞図書費 ▲ 8000〔 研修時配布資料等

④ 交流費

④ 渉外慶弔費
② 表彰費 26,000 26,00C 除はがきコンクール等

リース料 179.00( 173,550 5,45C 複写機リース

④ 租税公課

⑩ 支払手数料 28,00〔 13,100 1490C 口座振込手数料

① 諸会費

減価償却 費

⑬ 雑費 101,00( 61.00C ユニホームクリーニング代等



科  目 平成27年度予算 平成26年度予算 増 減 摘   要

2 収益事業等 6.189.000 5.831. 357,55〔

② 給料手当 2,090,000 2,325,00C ▲ 235.00( 事業費相当額

③ 福利厚生費 323,000 325,00C ▲ 200( 法定福利費、職 員健康診 断

退職給付 81.000 ▲ 900( 事業費相当額

⑤ 旅費交通費 129.000 68.00C 6100( 会議、研修出席旅費

⑥ 通信運搬費 82,000 ▲ 153.00( 郵送料、電話料

⑦ 事務委託費 101,000 101,00( 商工会等への事務委託 費 (法人会系より組替 )

9,000 9,00( 研修、セミナー等賃借料

⑨ 費 2,308,000 93000C 137800〔 委員会等会議費

⑩ 消耗品費 91,000 102,00C ▲ 11.00〔 ヨ務用品、消耗品

① ,肖耗備品費 22,000 20,00C 2,00( エコ回収箱等

84000 19300C ▲ 10900〔 用紙、インキ代、封筒印刷等

⑬ 支払負 ひまわり講演会、事業費相当額

⑭ 光熱水料費 56,000 52.000 電気、灯油代

⑮ 広報製作費 0 28,000 ▲ 2800C →P編集制作委託費等

1100〔 1100C )0研修等

⑫ 304.00C 311100 ▲ 7,10C 事務所賃貸料

① 事務所管理費

⑩ 保険料
支 0 632,000 ▲ 632,00C 支部、都会活動費

② 金 0 150000 ▲ 15000C 社員総会講演会講師謝金

② 支払委託費 0

④ 支払寄附金 0

新聞図書 1000 100C 図書購入

④ 交流費 0 0 交流会支援

④ 渉外慶弔費

② 表彰費 221,000 275,00( ▲ 54.00( 事業費相当額

リース 59,000 66,75〔 ▲ 7,75( 事業費相 当額

租 税 0

⑩ 支払手数料 11,000 2500( ▲ 1400( 事業費相当額
① 諸会費

減価償却費 0 0

16400C 3.600 160,40〔 也に区分されない費用

官 埋 賀 3595140 ▲ 73,14(

① 役員 50,000 受員報酬(会議時の日当等)

給料手当 790,00( 930,000 ▲ 140.00( 盲理費費相当額

費 20100( 130,000 71,00〔 法定福利費、職員健康診断

④ 退職給付費用 31.00( 36,000 ▲ 500〔 管理費相当額

⑤ 旅費交通費 270,00C 107.000 163,000 会議、研修出席旅費

通信運搬費 16500( 200,000 ▲ 35,000 郵送料、電話料

託 費 38,00C 38,00C 苛工会等への事務委託 費

③ 会場費 27.00C 1500( 1200( 研修、セミナー等賃借料

⑨ 会議費 613,00C 290,00( 323,00( 委員会等会議費

消耗品費 16400C 1600( 事務用品、消耗品

消耗備 品費 9,000 9,00( エコ回収箱

⑫ 印刷製本費 37.00C 82,00〔 ▲ 4500( 嗣紙、インキ代、封筒印刷等

⑬ 支払負担金 412,000 371.00( 4100( 雪城県連負担金

⑭ 光熱水料費 21,000 20,00( 電気、ガス代、灯油代

製作 6,00C ▲ 600( 管理 費費相 当額

① 修繕 10000C ▲ 9600( 事務所事務用備品修繕代

○ 賃貸料 123.000 108.00C 1500( 管理費費相当額

⑬ 事務所管理費 12444C ▲ 124.44( 事務所賃貸料

保険料 134000 134.00( 賃員損害賠償保険等

163,000 ▲ 163,00〔 支部、部会活動費

②

② 支払委託費 ▲ 45000( 事務委託費(商工会議所、車日会計)

② 支払寄付金

④ 渉外慶弔費 ▲ 2200C

② 表彰費

リース料 22,000 26,700 ▲ 4,70C 曹理費相 当額

② 相 0

⑩ 支払手数料 118,000 105.000 1300( 自理費相当額

① 諸会費 66,000 61,00( 自理費相当額

減価償却費

費 2800〔 7500( 也に区分 され ない費 用

経常費用計 24,168,000 21,818,100 2,349,90〔

倶 金 寺 調 驚 ロリヨ 期 栓 吊 瑠 減 観

基本財産評価損益額

寺定資産評価損益額

資 有価証券評価損益額

評 価 糧 本 笙 _■ 0

当期経常増減額 7.00〔 850600 ▲ 843,60〔



科  目 平成 27年度予J 平成26年度予算 増減 摘   要

H 経常外増減の部 0 0

( 経常外収益 0 0

0

経 常外収益計 0 0

( )経 常外費用 0 0

法人税及び住民税 0

予備費 0

経 常外費用計 0 0

当期経 常外増減額 0 0

他 会計振 晉額

=期
~殷 上 味 π 圧 瑠 ユ 観 ▲ 84360C

般正味財産期首残高 12,162,11 9,715,715 2,446,404

般 正 味 財 産期 末 残 高 12.169.11 10.566.315 1.602.804

Ⅱ 許定正味財産 の部 0 0

当期指定正味財産増減額 0

指定正味財産期首残高 0

指定正味財産期末残高 0

Ⅲ 正味財産期末残高 12,169,11 10,566,315 1,602,804



第 1号議案

平成26年度収支決算報告の件

く自 平成26年 4月 1日■奎 平成27年 3月 31日 )

公益社団1法人 仙南法人会



(平成 27年 3月 31日現在 )

公益社団法人 仙南法人会 (単位 :円 )

科 目 当年度 前年度 増 減 備  考

I資産の部

.流動資産

現金預金

未収会費

前払金

3,294′ 24フ

90′ 00C

l12′ 70C

3′ 445′ 459 ▲ 151′ 212

90′00C

l12,70C

H26未回収会費 (9件 )

4月分事務所家賃等

流動資産計 3′ 496′ 947 3′ 445′ 459 51′48〔

2.固定資産

(1)基本財産

定期預金

基本財産計

5′ 242′ 500

5,242′ 500

5′ 242′ 500

5′ 242′ 500

(2)特定資産

周年記念引当資産

退職給付引当資産

特定資産計

3′ 700′ 000

1′ 028′ 649

4′ 728′ 649

3′ 700′ 000

1′ 108′ 549

4′ 808′ 549

▲
　
　
▲

0

79′900

79′900

織員退職分

(3)その他固定資産

什器備品

その他固定資産計

賞却済み固定資産 (輪転機)

固定資産合計 9′ 971′ 15C 10′ 051′ 05C ▲ 79′90C

資産合計 13′ 468′ 097 13′ 496′ 50S ▲ 28′ 412

[負債の部

1.流動負債

預 り金

前受金

157′ 349

12′ 000

225′ 841 ▲ 68′ 492

12′ 00C

。社会保険料、源泉所得税、住民税等

H27会費前受 (1件 )

流動資産計 169′ 349 225′ 841 ▲ 56′ 492

2.固定負債

退職給付引当金 1′ 028′ 649 1,108′ 549 ▲ 79′ 90C 職員退職分

固定負債計 1′ 028′ 649 1′ 108′ 549 ▲ 79′ 90C

負債合計 1′ 197′ 998 1′ 334′ 390 ▲ 136′ 392

Ⅲ 正味財産の部

1.指定正味財産

指定正味財産計 C 0

2.一般正味財産

(1)指定正味財産 C

(2)一般正味財産 12′ 270′ 09C 12′ 162′ 1lg 107r98( 正味財産増減計算書の当期経常増減額と符合

一般正味財産 12′ 270′ 09g 12′ 162′ 119 107′98〔

10ち基本財産へ充当面 (5′ 242′ 500 (5′ 242′ 500) (0

(4′ 808′ 549) (4′ 808′ 549) (0

正味財産合計 12,270′ 099 12′ 162′ 119 107′98C

負債及び正味財産合計 13′ 468′ 097 13′ 496′ 509 ▲ 28′ 412



財 産 目 銀

(平成27年 3月 31日 現在)

単位 :円 )公益社団法人 仙南法人

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

【流重〕資産】

現  金 手元保管 運転資金 177,00C

(普通預金)
仙南信金本店営業部
(No0381 868)

七十七銀行自石支店
(No0194468)

仙台銀行自石支店
(No1068588)

みやぎ仙南農協自石支店
(No5277771)

9支部会計合計

仙南信金本店営業部
(No0508226)

仙南信金本店営業部
(青年部会 :No0554065)

仙南信金本店営業部
は 仕蔀会 :阻0599782)

運転資金

運転資金

運転資金

運転資金

運転資金

運転資金(H2692解約)

運転資金

運転資金

2,011,528

35,266

6,750

8,553

939,452

0

8,868

106.830

未収会費 会員 平成26年度未収会費 90,000

前 払 金 事務所賃借に係るもの 4月 分事務所家賃等 112,700

流動資産合計 3,496,947

【固 ヒ資産】

基本財産 定期預金
IШ雨偏金不店冨栗司∫

(No0685511)
公益目的保有資産であり、運用益を公益事業
こ供している

5,242,500

特定資産 周年事業引当資産
仙台銀行日石支店
(Nα371 431 2)

500,000

仙南信金本店営業部
(No0657182)

仙南信金本店営業部
皓 年部会 :随0762218)

1,050,00C

仙南信金本店営業部
(女性部会 :L0784533)

450,00C

七十七銀行自石支店
(Nl101 944682-2-013)

500,00C

七十七銀行自石支店

`Nα

01944682-2-014)
500,00C

退職給付引当資
茜

仙南信金本店営業部
(No041 6211)

職員の退職時に支給するための資金である 1,028,64⊆

そ の 他
目 申 管 産

什器備品 複写機 資料等印刷 1

固定資産合計 9,971,150

資産合計 13.468,097

【流動負債】

預 り 金 職員 社会保険料・源泉所得税等 157,349

前 受 金 会員 前受会費 12,000

流動負債合計 169.349

【固定資産】

隔 給付引当金 職員に係るもの 職員の退職金に備えたもの 1,028,649

固定負債合計 1,028,649

負債合計 1,197,998

正味財産 12,270,099

公益目的保有財産の明細

財産種別
公益認定前取得
不可々特中計産

公益認定後取得
不可欠特定財産

その他の公益目的保有財産 使用事業

合 計



1.引 当金の明細

2.預 り金の内訳

(単位 :円 )

科  目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 1,108,549 0 79,900 0 1,028,649

(単位 :円 )

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 備 考

社会保険料 140,253 1,357,286 1,386,124 111,415
職員の3月 分及び期末賞与

の社会保険料

源泉所得税 30,995 156,913 154,274 33,634
H271以降の職員の給与及

び役員等源泉所得税

住民税 0 146,200 133,900 12,300 職員の3月 分給与の住民税

その他 54,593 556,255 610,848 0

計 225,841 2、 216、 654 2、 285、 146 157,349

54



財務諸表に対する注記

1.継続事業の前提に関する注記

・該当な し

2.重要な会計方針

「公益社団法人会計基準」(平成 20年 4月 11日 、平成 20年 10月 16日 改正)を採用 している。

(1)固定資産の減価償却の方法

・器具備品…定額法によつている。

(2)引当金の計上基準

・退職給付引当金…退職給付規程に基づく積立金を計上 している。

(3)消費税等の会計処理

・税込方式によつている。

3.会計方針の変更

・該当な し

4.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

・基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位 :円 )

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 5,242,500 0 0 5,242,500

小   計 5,242,500 0 0 5,242,500

特定資産

周年事業引当資産 3,700,000 0 0 3,700,000

退職給付引当資産 1,108,549 0 79,900 1,028,649

小   計 4,808,549 0 79,900 4,728,649

合  計 10,051,049 0 79,900 9,971,149

基本財産及び特定資産の財源等の内訳

・基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位 :円 )

担保 している資産

・該当な し

5.

科   目 当期末残高
うち指定正味財

産からの充当額

うち一般正味財

産からの充当額

うち負債に対応

する額

基本財産
定期預金 5,242,500 0 5,242,500 0

小   計 5,242,500 0 5,242,500 0

特定資産

周年事業引当資産 3,700,000 0 3,700,000 0

退職給付引当資産 1,028,649 0 0 1,028,649

小  計 4,728,649 0 3,700,000 1,028,649

合  計 9,971,149 0 8,942,500 1,028,649

6.



7.固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 (直説法により減価償却を行つている)

・固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

(単位 :円 )

科   目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

什 器 備 品 1,798,217 1,798,216 1

計 1,798,217 1,798,216 1

8.債権の債権金額,貸倒引当金の当期末残高及び当期債権の当期末残 (貸倒引当金を直接控除 した残額

のみを記載 した場合 )

・該当なし

9.保証債務 (債務保証を主たる目的を事業としている場合を除く)等の偶発債務

・該当なし

10.満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

・該当な し

11.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである

(単位 :円 )

補助金額等

の 名 称
交 付 者 期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸借対照表

上の記載区分

中小企業会計

等普及セミナー

中小機構基盤

整備機構 0 150,000 150,000 0

受取地方公共

団体補助金

川崎町 0 34,000 34.000 0

蔵王町 0 45,000 45,000 0

角田市 0 76,000 76,000 0

受取商工会

補助金
丸森商工会 0 50,000 50,000 0

0 355,000 355,000 0

12 基金及び代替基金の増減額及びその残高

・該当な し

13.指定正味財産から一般IE味財産への振替額の内訳

14.関係事業者との取引きの内容

・該当なし

15.重要な後発事象

・該当な し

16.そ の他

・該当な し

(単位 :円 )

内 容 金 額

経常収益への振替額    ・受取全法連助成金 7,540,700
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平成26年度正味財産重重法重豊
(平成26年 4月 1日 ～平成27年 3月 31日 )

科  目 決算額 H25決算 差 本年度予算 差 摘  要

I.一 般正味財産増減の部

経 常増減の部

経常収益

1 基本 資産運 用益 11310 1,310 3,000 ▲ 1,69〔

|(1)基本資産受取利息 |:310 1,310 ▲ 169( 基本財産にかかる利息

2 特定資産運用益 1:262 1.201 1_000

l(1)特定資産受取利息 11262 1,201 100C 262 時定資産にかかる利息

3 8取会書 12,171160{ 12,438,40C ▲ 266.80〔 12.220.000 ▲ 48400 会員年額会費

|(1)正会 昌受取会費 11690160〔 12,012.40( ▲ 321.80( 11,800,000 ▲ 10940C 正会員(H2611005名 H251,025名 )

481100( 55,00( 420,000 6100C 質助会員(H26:77名 H2572名 )

16631634 1.393.682 1,700,00C ▲ 36.366

(1)研修事業収 4400( 0 44,00C 'C研修等

(2)朴 会言献事業収益 145146( 17285( ▲ 12738 45,466 エコキャップ回収等

(3)福利厚生事業収益 3157:0.61 509,62〔 ▲ 152.56` 400,00〔 ▲ 4293ヽ 健診手数料、連絡協議会等

(4)会員親睦事業収益 8101010C 631.204 178,79( 200,000 610.00( 移動講演会、親善卸 レフ大会他各種交流会(H26支部を含む)

彗 菫 収 幕 600.000 ▲ 60000〔 青年部会事業参加負担金

(6)な枠部会事業収益 0 ▲ 30000〔 女性部会事業参加負担金

(7)その他事業収益 407,10ラ 8000C 327.107 200,000 20710う 会報広告収入、新年会等(H26支部を含む)

5 受取助成金 1812381500 7.732.500 500,00C 7,540,700 697.80(

|(1)全法連助成金 7:54070C 595,80〔 7540700 助成金A申請額

|(2)県法連補助成金 6197,80( 787,600 ▲ 8980t 69780( 黒連助成金

6 薔取補助◆ 355.00( 1,470,000 ▲ 1.115.00( 15000C 205,00(

|`1、 rb J、維橿 15000〔 150000 150,000 中小企業会計セミナー開催補助金

21051001 18,000〔 ▲ 1,115,00( 205,00( 126地方自治体等補助金、H25高齢者雇用促進奨励釜

7 尋 取 色 細 命 1:461150〔 :,137,00( 324,50( 558,50C

|(1)書二部会色担令 636,00( ▲ 4200( ▲ 42,000 青年都会会費(H26:43名  H25:53名 )

234,00〔 231001 237,00( ▲ 3000 女性部会会費 H26178名 H25:77名

3000〔 0 仙南優法会事務負担金

603:510( 240,000 363.50C 603,50C 総会等負担金(H26支部を含む)

8難 収幕 301103( :91,790 109.243 151,00 15003〔

I(1)晋取剰1息 1,154 100( 預金利息(H26支部を含む)

2991879 191.000 108879 15000( 149,87 議 笙rH,Ao熱葬合おヽ

経常収益計 21411901839 24,365,883 ▲ 172,044 22.668,700 1,525,13〔

経 常費用

1 公 春 目的
=菫

141432,304 13,277,295 1155.001 12,391.510 2,040,79Z

0 事業 費相 当額

a給 魁二 当 61516136( 6052516 462,85〔 6,045,000 470,369 事業費相当額

∩ 福剰1巨4 9‐20‐ 12: 960,366 ▲ 4024/ 845,000 75,122 去定福利費、職員健康診断(H26支部を含む)

1/40 書 用 261144( 248,40C 1304t 2744C 事業費相当額(中退共関連)

旅 書 交 涌 書 3192:31 371,361 20,95( 145,000 247317 会議、研修出席旅費(H26支部を含む)

洒 に 運 儒 書 71021715( 553,93( 148.811 565,00〔 137.75〔 郵送料、電話料(H26支部を含む)

∩ 車落奉許書 309:610C 309,60( 事業費相当額(商工会等への事務委託費)

^会
場書 449‐ 51C 348,451 10106( 125,000 324,51〔 研修、セミナー等賃借料(H26支部を含む)

637.824 195,408 442,41( 100000 537,324 委員会等会議等(H26支部を含む)

消 難 品吾 6481192 392,848 255,344 275,000 37319` 事務用品、消耗品

∩ 壇 彗 僣 品 を 51479 ▲ 51,479 30,000 ▲ 30,00( 事業費相当額(H25PC購入等)

の 自用製 514697C 507,962 39,008 48.000 98,97( 用紙、インキ代、封筒印刷等(H26支部を含む)

⑬ 支払負担 390:32〔 288,450 101878 150,000 240,32〔 ひまわり講演会等(H26支部を含む)

番 163110〔 116,160 46.94〔 136,000 2710( 電気、灯油代

広報製作費 167550 ▲ 167,55( 176,000 ▲ 176,00( lP編集制作委託費等

∩ 修繕書 1118( 0 11,18( 11,18( コピー機等修理

∩ 料 850:814( 850,84( 事務所賃借料(事務所管理費からの組替)

管理 者 837,384 ▲ 837.38Z 808,86C ▲ 80886ι (H27より事務所賃借料は、賃借料へ計上)

凛 略 魁 0

n tttRh戯 苓 1.298.14〔 ▲ 1,298,14( 1 /b800t ▲ 1,758,000 支部、部会活動費(H26よ り各科ロヘ直接計上)

の 513:25〔 201,205 312053 180,00〔 333,258 セミナー講演会講師謝金(H26支部を含む)

丞 諄 暮 310167( 310.67C 310.676 昔板政策委託、HP保守委託費等 (H26支 部を含む)

い 0私 客 時 金 493,29( 173,27C 433,29 ,クチン、さくら植樹、ボーイスカウト寄贈他(H26支 部を含む )

② 新聞図書費 3:849 69,000 ▲ 65,151 ▲ 80,151 研修時配布資料等(H26支部を含む)

の 本斎書 0 10,000 ▲ 1000C

0

251812( 41.448 ▲ 15,62〔 0 25,82( 会はがきコンクール等(H26支部を含む)

∩ 料 178:5178 179,096 ▲ 173.550 事業費相当額(複写機)

の 0 事業費相当額

∩ す 52,093 ▲ 31.19( 13,100 7,80C 口座振込手数料(H26支部を含む)

書

廟 喘 価 楷 却 書 0 事業費相当額

① 雑費 86135( 14,017 7234: 40,00〔 46359 クリーニング代等(H26支部を含む)



科  目 英|||‐ 1 H25決算  | 差 本年度予算 差 摘 要

2_l12本
=菫

筆 6:233」 37{ 5.972.61( 260,76〔 5831.45C 401,92短

紺 昌錦 酬 0 事業費相当額

∩ 給料二 当 121‐40122( 1,973,64( 166,57フ 2,325,00〔 ▲ 184,777 事業費相当額

∩ 福剰1巨牛 31021214( 313,163 ▲ 10,914 325,00( ▲ 22,751 法定福利費、職員健康診断

潟 語 絡 待 著 田 8518,8( 81.00C 9000〔 ▲ 4,12〔 事業費相当額

∩ 権 を な 桶 書 10117141 479,86e ▲ 348,127 68.000 63,741 会議、研修出席旅費

∩ 嶺信 82:0166 194,801 ▲ 11273モ 235,000 ▲ 152932 郎送料、電話料(H26支部を含む)

∩ 菫 1‐ 01:70〔 101,70( 101,70C 商工会等への事務委託費(管理費より組替)

9:7191 110,864 ▲ 101,07〔 9,791 研修、セミナー等賃借料

会 議 書 2,3631281 1283.174 1,080,101 1,433.281 委員会等会議費(H26支部を含む)

ぬ 嗜
=品

書
19677( 162,131 ▲ 6535( 102,00〔 ▲ 522セ 事務用品、消耗品(H26支部を含む)

∩ 消孝 桔 154,661 ▲ 154.661 20,00( ▲ 20.00t エコ回収箱等

157,75' ▲ 73,34〔 19300〔 ▲ 108,59〔 用紙、インキ代、封筒印刷等

札 色 相金 46115C 39.55( 6,60( 0 46,15( ひまわり講演会、事業費相当額

丼熱水料費 53,5,7 37.87〔 1569t 52.000 1,577 電気、灯油代

14,850 ▲ 14850 28,000 ▲ 2800t HP編集制作委託費等

31617t 0 3,675 3,67〔

管 2179,419〔 0 279,49t 279,49〔 事務所賃借料(旧 :事務所管理費)

喜落所管暉費 273,06C ▲ 273,06〔 311.100 ▲ 311,10(

め 凛除魁 0

ぬ 成 令 298,850 ▲ 298.8bt 632,00C ▲ 632,00( 支部、都会活動費

諸 謝 令 0 15000t ▲ 150,000 社員総会講演会講師謝金

~F善 0

の す 払 客 騰金

② 軒蘭図馨書 |:216: 1,26[ 1,26モ (H26支部を含む)

さ滞書 61.892 ▲ 61,892 交流会支援

0 0

∩ 芽彰書 2121100C 251,040 ▲ 30.04t 275,000 ▲ b4,OUt 会員増強等奨励金(H26支部を含む)

粛 58,401 66,750 ▲ 8,09C 事業費相当額

の 40〔 0 40C 事業費相当額

手 数 料 10112〔 6,032 ▲ 14,87' 事業費相当額(H26支部を含む)

当 仝 善 0

16019‐ Og 19,991 140,911 3,60〔 157,30G 他に区分されない費用(H26支部を含む)

3:420118C 3,565,274 ▲ 145,092 3,595,140 ▲ 174,96(

②
一③
一④

⑦
一③

①
一⑫
一⑬

⑮
一⑩
一⑫

④
一④
一②

④
一②

87100C ▲ 900[ 50,000 3700( 役員出張(日 当)

814:42 745,600 68822 930,000 ▲ 115.57〔 管理費費相当額

目利厚生費 194,319( 138,171 56,228 130,000 去定福利費、職員健康診断(H26支部を含む)

321618( 2,08〔 36000 ▲ 332( ξ理 費相 当額

本 嶺 著 215515'o′ 127.048 128,514 107,00C 148b6: 会議、研修出席旅費(H26支部を含む)

鮨 握 柵 書 164:51( 189,083 ▲ 24b/1 200,00C ▲ 35.481 郵送料、電話料(H26支部を含む)

'38:710(
38,70( 38,700 盲理費費相当額

事場 書 9,10( 30,93〔 ▲ 21,82Z 1500t ▲ 5,894 研修、セミナー等賃借料

568,214( 395.590 172,65C 290.00〔 278,246 委員会等会議費(H26支部を含む)

135:518【 246,016 ▲ 11043t 148,00〔 ▲ 1242( 事務用品、消耗品(H26支部を含む)

当彰 借 品書 122,359 ▲ 122.35C Lコ 回収箱

秋 色 IB令

54:8162 59,878 ▲ 5,01( 82000 ▲ 1紙、インキ代、封筒印刷等(H26支部を含む)

4061516 261,000 145,51( 371.000 35,51( 自城県連負担金

来 魁 善 2013188 14,309 607( 20,000 電気、ガス代、灯油代

に錦 製 作 者 ▲ 85( 6,000 ▲ 6,00C 自理費費相当額

傷経 暮 1139[ 9975C ▲ 98,35` 100000 ▲ 98602 事務所事務用備品修繕代

‖ 4113` 114,131 108,000 6,132 盲理費費相当額

笞 担 書 103,15〔 ▲ 10315( 124,44C ▲ 124.44C

臭瞼料 2437( 24.37( 24,37〔 役員損害賠償保険等

払助成金 94,01( ▲ 94,01( 163000 ▲ 163,00〔 支部、部会活動費

502.50C ▲ 502,500 450,000 ▲ 45000( 共通費/事務委託費へ組替(商工会議所等)

0 0

FEH図 書費 0 :H26支 部を含む)

0

164,48( 50.066 114,417 100,00C 64,48( 弔慰金、弔電等(H26支部を含む)

盲理費相当額

`粛

赳 221312: 22,063 2670( ▲ 4,378 盲理費相当額

0 0 管理費相当額

11619121 124.678 ▲ 775C 105,00〔 11.922 習理費相当額

891510( 26,500 63.00C 5,00〔 84,50〔 各種団体加入金等(H26支部を含む)

補 価 僣 却 書 18,601 ▲ 18,601

∩ 聾書 104159〔 66516 38,082 28.00( 7659〔 化に区会されない費用 (H26支部を含む )

当期経常費用計 2410o● 859 22,815,179 1,270,68C 21,818,100 2,267,75〔

当期経常増減額 1071918C 1550,704 ▲ 1,442,72` 850,600 ▲ 742.62(



科  目 決算額 H25決算 差 本年度予算 差 摘  要

‖ 経常外増減の部

)経 常外収益

経常外収益計

( )経 常 外 書 用

法人税及び住民税 0 0

予備費

経常外費用計

当期経常外増減額 0

他会計振替額

107.98( 1,550,704 ▲ 1442.724 850,60C ▲ 74262t

「   一般正味財産期首残高 121162:11 10,611,41 1550,70` 12,162,119

12:270,099 1216211 107.98( 13012719 ▲ 742.62(

T 増 申 T峡 財 産 の部

計 合 7.54017.00 6.944,900 595,800 7.540,700

“

T峡財産への振替籠 ▲175401710C ▲ 6,944,900 ▲ 595800 ▲ 7.540,700 全法連公益目的助成金一般商務財産への振替

当期指十 T峡財産増減額

指申T峡財産期首残高 0

指定正味財産期末残高 0

活 動 収 入

) 入

嬉 中

什 弓l当 普 産取 得 支 出

諏 崩

事 立

動 Iv寺姜 麺

V 零借す出

In一 般 T味財産増減額

一般正峡期首残高

一般正味期末残高

Ⅲ 正味財産期末残高 12.270:099 12.162,11 107,98( 13,012,719 ▲ 742,62C



平成2■年度組織別正虫重逮凶玉豊
(平成26年 4月 1日 ～平成27年 3月 31日 )

科  目
摘   要

琴暑翠  1 本会  | 青年部会  | 女性部会  | 支部

I 般 正味財産増減の

:増減の部

( 経常収益

婁 太 音 書薇 用幕 1,31( 1,310 0

|(1)基本音産受取利 息 1310 農太 財岸にかかる利 息

特 定音産運用益 11262 262

l(1)特定資産受取利息 1:262 888 寺定資産にかかる利息

3.5

F

12.171.60C 12,171,60C

)T 会 昌尋取会書 11:690,60〔 1169060〔 0 0 正会員

2)替助会 員受取会費 481,00( 48100〔 0 0 賛助会員の増76名

に業収益 11663,634 978.461 211,466 134.707

)研修事業収益 4400( 0 44,000 'C研修等

2)新会 盲献 事 業 収 幕 45146C 45.466 0 エコキャップ回収等

福利厚生事業収益 3571061 357061 0 健診手数料、連絡協議会等

4)会 員規睦事業収益 8101000 241,000 166,000 108000 295,00〔 移動講演会 親善ゴルフ大会、各種交流会会費

5)青年部会事業収益 0 0 青年部会事業参加負担金

3)を 樟 細 会喜 菫 収 幕 0 0 女性部会事業参加負担金

(7)その他事業収益 4071107 380400 0 26,707 会報広告収入、新年会等

[取助 成 金 8,238150〔 8238.500 0

「 )全法連助成金 71540170〔 7.540,700 助成金 A申請額

2)県法連補助成金 697:80( 69780〔 0

多取 補 助 令 355,00〔 15000{

)中小機構 150,00〔 150.000 中小企業会計セミナー開催補助金

(2)その他 205.00( 205,000 地方自治体等補助金

7 1.461150( 30,000 665.000 289,50( 477.000

(1)書年部会色担金 594,00C 書年部会会費(12,000円 /人 )

(2)女 性部会負担金 2341000 234.000 女性部会会費(3,000円 /人 )

(3)団 体負担金等 0 出南 優 云 会 事 務 員 彊 笠

(4)その他負担金 6031500 7100( 55,500 47700( 谷会及び支部等総会役員会負担金

議 収益 3101,0313 85,674 20.054 10,023 185,28`

受取利思 1,15Z 噴金利息

(2)雑収益 299187( 84.881 20,000 10.00C 184,998 総会時における祝儀等

LL内取引 ▲ 2,404, 29900C 164,16 1941614 各支部、部会助成金

a経常収益計 24:19o,039 19,251,651 1.195,782 598,51C 3.147,896

( , 隆常費用計

● ハ 益 目的事業～管理 費計 18_873_041 1,246,694 625,485 3,340,63C

ヒ員報酬 87100C 87,000 役員の出張時における日当

計料手当 914701014 9,470,014 0 職員給料

福利厚生費 11416,77( 1388.178 10,000 1859` 法 足 福 利 費 、職 員 健 康 診 断

0退 職給付費用 380100( 380,000 中退協積 立金

⑤ 旅費交通費 779.62〔 406,95C 172.880 136,790 63.00( 会議、研修出席旅費

通信運搬費 760142 965 2,693 185,52( 郵送料、電話料

0事 務委託費 450100( 450.00〔 葛工 会 等 への事 務 委 記 買

∩ 会場書 46841 107,936 70,200 11,98〔 27830( 会議、研修、セミナー等会場賃借料

⑨ 会議費 31569,351 1,060,11 510095 290,71 1708.42〔 会議、研修、セミナー等の交流会経費

消新 品脅 880154 764458 2,62C 2070( 92,760 事務用品、消耗品

消弄備 品費 0 0 事業費相当額(H25PC購入等)

∩ 印 瓢製 太 善 68623C 657.510 28726 用紙、インキ代、封筒印刷、会報印刷等

0支 払負担金 8431000 567,000 181.00( 89,000 ひまわり講演会等(支部負担金の組入れ)

⑭ 光熱水料費 2371065 237,065 0 電気、灯油代

⑮ 広報製作費 0 印刷製本、支払委託費へ組替

修繕費 16.25〔 16.25G 0 南品等修理

0言 倍料 1,244,47 1,244,47〔 0 事務所賃借料(事務所管理費からの組替)

⑬ 事務所管理費 0 0 (H27より事務所賃借料は、賃借料へ計上)

⑩ 保険料 24.37( 0 0

守 lrt勧 成令 0 支部 、部 会 清 動 賀 (HZOよ り合 F―I

の 諸謝令 5131258 33,240 0 279,15〔 セミナー講演会講師謝金

② 支払委託費 310167C 222,492 0 82.184 看板政策委託、HP保守委託費等

② 支払寄附金 493:298 53,400 209,034 230,86イ JCV(ワ クチン)、 わんはく租硬、さくり個何寺

新聞図書費 5159[ 0 5,59〔 業務用図書購入

の 交流書 0

④ 渉外慶弔費 164.43t 76,600 3.455 64,42〔 弔慰金、弔電等

② 表彰費 246182( 16,000 25,820 205,00(

の リース料 259150〔 259.56( 夏写機リース

の 和税公課 0 契約締結時の印紙

⑪ 支払手数料 14795( 134,12 2.808 4,104 6,911 口座振込手数料

① 諸会費 21500 68,00C 商工 会 寺 団 体 llll人 買

の 減価槽却書 固定資産減価償却費

雑 署 351186( 266.627 23,68( 17,165 上記以外の費用

24,08,Io59 18,873,041 1,246,694 625,48【 3,340,639

o当 期経常増減額 107,9810 378:610 ▲ 150,91 ▲ 2697b ▲ 192:743
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監査報告書

公益社団法人仙南法人会

会長 渡邊 大助 殿

私たち監事は、平成26年 4月 1日 から平成27年 3月 31日 までの事業年度の理事の職務執行状況及び財産の状

況を監査しましたので、次のとおり報告致します。

1.監査の方法及びその内容

各監事は、理事及び使用人等との意思疎通を図り、情報収集及び監査環境の整備に努めるとともに、理事会そ

の他重要な会議に出席 し、理事及び使用人等からその職務の施行状況について報告を受け、必要に応じて説明を

求め、重要な決裁書類等を閲覧 し、業務及び財産の状況を調査いたしました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告について検討いたしました。さらに、会計帳簿及びこれに

関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類 (貸借対照表及び正味財産増減計算書)及びその付属明

細書並びに公益目的支出計画実施報告書について検討いたしました。

2.監査意見

(1)事業報告等の監査結果

イ 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。

日 理事の職務の執行に関する不正の行為又は行為又は法令若 しくは定款に違反する重大な事実は認められ

ませんでした。

(2)計算書類及びその附属明細書の監査結果

・ 計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点において

適正に示 しているものと認めます。

(3)公益目的支出計画実施報告書の監査結果

・ 公益目的支出計画実施報告書は、法令又は定款に従い、法人の公益目的支出計画の実施の状況を正しく示

しているものと認めます。

平成27年 4月 16日

公益社団法人仙南法人会

押 野 隆監 事

監 事

″
０

菅 野 文

翁



第2号議案

定款の一部変更承認の件

公益社団法人、仙南法人会



「定款」の一部変更の件

※平成26年度第3回理事会 (H27.1.20)承 認済み

変更条文 変更内容 変更前 変更後

(入会)

第 7条

条文訂正 「承認」を「報告」へ訂正し、

会手続きの円滑化を図る。

正会員又は賛助会員として入会 し

ようとする者は、理事会が別に定め

る所定の入会申込書により、申込み

をし、理事会の承認を受けなければ

ならない。

※定款改定後、理事会運営規則を改

定

正会員又は賛助会員として入会 し

ようとする者は、理事会が別に定め

る所定の入会申込書により、申込み

をし、理事会へ報告しなければなら

ない。

(決議 )

第 19条

第 3項

条文訂正 ■条文の一部を訂正 し、第 18条

(定足数)と の整合性を図る。

第 1項の規定にかかわらず、次の

決議は、総正会員の半数以上であ

って、総正会員の議決権の 3分の

2以上に当たる多数をもって行

う。

(1) 会員の除名

(2) 監事の解任

(3) 定款の変更

(4) 合併及び解散

(5)そ の他法令で定められた

事項

第 1項の規定にかかわらず、次の決

議は、第 18条 (定足数)における

議決権の 3分の 2以上に当たる多

数をもって行う。

(1) 会員の除名

(2) 監事の解任

(3) 定款の変更

(4) 合併及び解散

(5)そ の他法令で定められた

事項

(社 員総会議事

録)

第 22条

第 2項

条文訂正 「署名押印」を「署名 (記名)押

印」へ訂正し、事務の簡素化を図

る。

議事録には、議長及び出席 した理事

のうちから選出 した議事録署名人

2名 が署名押印 しなければならな

い。

議事録には、議長及び出席 した理事

のうちから選出 した議事録署名人

2名 が署名 (記名)押印 しなければ

ならない。



(種類及び定数)

第24条

第 3項

条文訂正 ■「業務」を「職務」に訂正 し、表

現の統一を図る。

前項の会長と筆頭副会長をもって

一般社団法人及び一般財団法人に

関する法律第 91条第 1項第 1号の

代表理事とし、9名以内の副会長を

同法第 91条第 1項第 2号に規定す

る業務執行理事とする。

前項の会長 と筆頭副会長をもって

一般社団法人及び一般財団法人に

関する法律第 91条第 1項第 1号の

代表理事とし、9名以内の副会長を

同法第 91条第 1項第 2号に規定す

る職務執行理事とする。

(役員の選任等)

第25条

第 1項

条文訂正 ■「監事」の選出を正会員以外から

も可とする。

理事及び監事は、社員総会におい

て、正会員たる法人の代表者又は役

職員のうちから選任する。

理事及び監事の選任は、社員総会に

おいて行い、理事は、正会員たる法

人の代表者又は役職員のうちから

選任 し、監事は正会員以外からも選

任を可とする。

(理 事の職務及

び権限)

第26条

条文訂正 「業務」を「職務」に訂正 し、

現の統一を図る。

理事は、理事会を構成 し、法令

及び定款の定めるところにより、

この法人の業務の執行決定に参

画する。

2 会長は、法令及びこの定款

で定めるところにより、この

法人を代表 し、業務を執行す

る。

3 筆頭副会長は、会長を補佐

し、代表理事としての業務を

分担する。また、会長に事故

があるとき、又は会長が欠け

たときは、職務を代行する。

4 副会長は、この法人の業務

を分担執行する。

理事は、理事会を構成 し、法令

及び定款の定めるところにより、

この法人の職務の執行決定に参

画する。

2 会長は、法令及びこの定款

で定めるところにより、この

法人を代表 し、職務を執行す

る。

3 筆頭副会長は、会長を補佐

し、代表理事としての職務を

分担する。また、会長に事故

があるとき、又は会長が欠け

たときは、職務を代行する。

日1会長は、この法人の職務を分

担執行する。

(役員の解任)

第29条

条文訂正 ■条文の一部を訂正し、第 18条

(定足数)と の整合性を図る。



社員総会の決議により役員を解任

することができる。

ただし、監事を解任する場合は、総

正会員の半数以上であって、総正会

社員総会の決議により役員を解任

することができる。

ただし、監事を解任する場合は、第

18条 (定足数)における議決権の

員の議決権の 3分 の 2以 上の議決

に基づいて行わなければならない。

3分の 2以 上の議決に基づいて行

わなければならない。

(権限)

第35条

第 1項 (3)(5)

第 2項

条文訂正 「業務」を「職務」に訂正し、

現の統一を図る。

理事会は、この定款に別に定める

もののほか、次の職務を行う。

(3)前各号に定めるもののほか、

この法人の業務執行の決定

(5)代表理事及び業務執行理事

の選任及び解職

2 理事会は次に掲げる事項その

他の重要な業務執行の決定を、

理事に委任することができな

い 。

理事会は、この定款に別に定める

もののほか、次の職務を行う。

(3)前各号に定めるもののほか、

この法人の職務執行の決定

(5)代表理事及び職務執行理事

の選任及び解職

2 理事会は次に掲げる事項その

他の重要な職務執行の決定を、理

事に委任することができない。

(理事会議事録)

第43条

条文訂正 ■署名押印に「記名」へ訂正 し、事

務の簡素化を図る。

理事会の運営に関 し必要な事項

は、法令又はこの定款に定めるもの

のほか、理事会において定める理事

会は、これに署名押印 しなければな

らない。

理事会の運営に関 し必要な事項は、

法令又はこの定款に定めるものの

ほか、理事会において定める理事会

は、これに署名 (記名)押印 しなけ

ればならない。

(定款の変更)

第54条

条文訂正

(18条関連)

■条文の―部を訂正 し、第 18条

(定足数)との整合性を図る。

この定款は、第 56条の規定を除き、

社員総会において、総正会員の半数

以上であつて総正会員の議決権の

3分の2以上の議決により変更す

ることができる。

この定款は、第 56条の規定を除き、

社員総会において、第 18条 (定足

数)における議決権の 3分の2以上

の議決により変更することができ

る。

(解散)

第55条

条文訂正

(18条関連)

■条文の―部を訂正し、第 18条

(定足数)と の整合性を図る。



この法人は、一般社団法人及び一般

財団法人に関する法律第 148条第

1号及び第 2号並びに第 4号から

第 7号までに規定する事由による

ほか、社員総会において総正会員の

半数以上であつて、総正会員数の議

決権の3分の 2以上の議決により

解散することができる。

この法人は、一般社団法人及び一般

財団法人に関する法律第 148条第

1号及び第 2号並びに第 4号から

第 7号までに規定する事由による

ほか、社員総会において、第 18条

(定足数)における議決権の 3分の

2以上の議決により解散すること

ができる。

(情報公開)

第 60条

第 2項

条文訂正 「規程」を「規則」に訂正し、制

定された規程表記と整合性を図

る。

情報公開に関する必要な事項は、理

事会の決議により別に定める情報

公開規程による

情報公開に関する必要な事項は、理

事会の決議により別に定める情報

公開規則による

【参考】

(定足数)

第 18条

社員総会は、総正会員の議決権の 3分の 1以上を有する社員の出席がなけ

れば開催することができ

ない。

改定時期 :平成27年定時社員総会時より



第3号議案

社員総会運営規則一部変更承認の件

公益社団法人 仙南法人会



「社員総会運営規則」の一部変更の件

※平成26年度第 3回理事会 (H27.1.20)承 認済み

変更条文 変更内容 変更前 変更後

(議事録)

第22条 第2項

条文訂正 ■「署名押印」を「署名 (記名)

押印」へ訂正 し、務の簡素化を

図る。

議事録には、別表に掲げる事項を

記載(又 は記録)し なければならず、

又議長及び出席 した理事のうちか

ら選出 した議事録署名人 2名 が署

名押印しなければならない。

議事録には、別表に掲げる事項を

記載(又 は記録)し なければならず、

又議長及び出席 した理事のうちか

ら選出 した議事録署名人 2名 が署

名 (記名)押 印 しなければならな

い。

(事務局)

第24条

条文訂正 ■「業務」を「職務」へ訂正 し、

表現の統一を図る。

社員総会の事務局には、事務局の

長が当たる。ただし、事務局の長

が不在の場合には、総務を担当す

る業務執行理事がこの任に当た

る。

社員総会の事務局には、事務局の

長が当たる。ただ し、事務局の長

が不在の場合には、総務を担当す

る職務執行理事 がこの任に当た

る。

改定時期 :平成27年定時社員総会決議時より

69



第4号議案

入会および退会規程一部変更承認の件

公益社団法人 仙南法1人会



「入会及び退会規程」の一部変更の件

※平成26年度第3回理事会 (H27.1.20)承 認済み

変更条文 変更内容 変更前 変更後

(入 会基準及び

手続き)

第 2条

条文訂正 「決議」を『報告」に訂正し、

会手続きの円滑化を図る。

この法人の正会員又は賛助会員

として入会 しようとする法人又は

団体、個人に対 しては、別表に掲げ

る事項を主たる内容とし、理事会の

決議 を経て定める入会申込書の提

出を求めることとする。

この法人の正会員又は賛助会員

として入会 しようとする法人又は

団体、個人に対 しては、別表に掲げ

る事項を主たる内容とし、理事会ヘ

速やかに報告を行うこととする。

(改廃)

第 7条

条文訂正 ■決議機関を訂正 し、入会手続きの

運営の円滑化を図る。

この規程の改廃は、理事会の決議

を経て社員総会の決議をもって行

う。

この規程の改廃は、理事会の決議

をもって行う。

改定時期 :平成27年定時社員総会時より
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第5号議案

会費規程‐部変更承‐認の件

公益社団法人 仙南法人会



「会費規程」の一部変更の件

※平成26年度第3回理事会 (H27.1.20)承 認済み

変更条文 変更内容 変更前 変更後

(会費の納期)

第4条

条文訂正 ■会費の納期を年 2回から1回ヘ

訂正 し、事務の簡素化及び経費の

節減を図る。

会費の納期は年 2回 とし、上期 (4

月～ 9月 )を 4月 末日まで、下期(10

月～ 3月 )は  9月 末日までに納入

するものとする。

会費の納期は、原則年 1回とする。

但し、すでに年 2回払いとしている

会員及び特段の事情により2回払

いの申告があつた会員については、

年 2回 とし、上期 (4月 ～ 9月 )を

4月 末日まで、下期 (10月 ～ 3月 )

は 9月 末 日までに納入するもの

とする。

(中 途入会の会

費及び納期、分割

納入)

第 5条

条文訂正 ■分割納入の廃止し、事務の簡素化

及び経費の節減を図る。

(中途入会の会費及び納期、分割納

入)

第 5条

事業年度中途に入会 した会員の

当該事業年度の会費は、入会承認月

が上半期 (4月 から9月 まで)の場

(中途入会の会費及び納期)

第 5条

事業年度中途に入会 した会員の

当該事業年度の会費は、以下により

算定 した金額とする。

【算定方法】

中途入会の会費

〓年会費 X[(12-※入会以降

月数)÷ 12月 ]

※入会以降月数

…入会月の翌月以降の残月数

2 前項の会費の納入は、この法人

から入会の承認を受けた日から、30

日以内とする。

合は年額の全額とし、下半期 (10

週から3月 まで)の場合は年額の半

額とする。

2 前項の会費の納入は、この法人

から入会の承認を受けた日から、30

日以内とする。

ただし、年額 10,000円 以上の

正会員lIあつては、納期の分割納入

を申し入れることができる。

(削除 )



(改廃)

第 8条

条文訂正 ■決議方法を『社員総会」から『理

事会」へ訂
=し

、会費規程の運営

の円滑
`し

を図る。

この規程の改廃は、理事会の決議を

経て社員総会の決議をもつて行う。

この規程の改廃は、理事会の決議を

もつて行 う。

改定時期 :平成27年定時社員総会決議時より
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第6号議案|

任期満了に伴う役員改選承認の件

公益社団法人 ・仙南法人会



任期満了に伴う役員の選任の件

1.理 事

L 氏 名 法 人 名 役 職 所属支部等 区分

①
わたなべ   だいすけ

渡 邊 大 助
仙南信用金庫 理事長 自石支部 重任

②
むらかみ   むつお

村 上 睦 夫
株式会社朝文堂 代表取締役 自石支部 重任

③
しかま    ひとし

四 竃  均
株式会社ホテルいづみや 代表取締役 自石支部 重任

④
きちみ    みつのリ

吉 見  光 宣
株式会社きちみ製麺 代表取締役 白石支部 重任

⑤
ながはし    かずお

長 橋 和 夫
株式会社ナガハシ 代表取締役 自石支部 新任

⑥
くぼうち    ただお

久保内 忠 男
有限会社久保内電気工業所 代表取締役 角田支部 重任

⑦
おおき    ら、みのリ

大 木 文 孝
株式会社大木組 代表取締役 角田支部 重任

③

かとう   まさはる

加 藤 正 治
有限会社加藤土木 代表取締役 角田支部 新任

⑨
おおぬま   たけひこ

大 沼 毅 彦
株式会社サカモ ト 代表取締役 柴田支部 重任

⑩
あいざわ   たつお

相 澤 辰 夫
株式会社白石ハウビング 代表取締役 柴田支部 重任

①
のぐち   たかし

野 口 敬 志
株式会社アステム 代表取締役 柴田支部 新任

⑫
さい     きよし

齋   清 志
株式会社サイ薬局 代表取締役 大河原支部 重任

⑬
さくらい  としひろ

櫻 井 俊 寛
株式会社サッシュ 代表取締役 大河原支部 重任

〇
さくらい   じゅんいち

櫻 井 淳 ―
朝日工業株式会社 代表取締役 大河原支部 新任

⑮
さとう   よしのぶ

佐 藤 義 信
丸山株式会社 代表取締役 蔵王支部 重任

⑮
いとう   ゆきお

伊 藤  征 雄
有限会社伊藤モータース 代表取締役 蔵王支部 重任



L 氏 名 法 人 名 役 職 所属支部等 備 考

⑪

たるみ   まさし

樽 見  正 志
有限会社樽見建材店 代表取締役 蔵王支部 重任

①
かすかべ   やすあき

春日部 泰 昭
株式会社春日部組 代表取締役 丸森支部 重任

⑩
かんの   はちろう

菅 野  八 郎
有限会社菅長石材店 代表取締役 丸森支部 重任

⑩
はやし    りきお

林   力男
有限会社ハヤシ住設 代表取締役 丸森支部 重任

④
すずき   まさし

鈴 木 正 司
有限会社鈴木設備工業所 代表取締役 川崎支部 重任

⑫
ささき   すすむ

佐々木   進
株式会社エリオス 代表取締役 りl:崎支部 重任

④
よねざわ   みつひで

米 澤 光 秀
有限会社米澤製材所 代表取締役 川崎支部 新任

④
おおぬま   かつみ

大 沼  克 巳
オオヌマ株式会社 代表取締役 村田支部 重任

④
よしの   としあき

吉 野  敏 明
株式会社エスエスワン 代表取締役 村田支部 重任

④
おおぬま   しゅんいち

大 沼  俊 市
有限会社織田財形 代表取締役 村田支部 新任

④
うめつ   まさし

梅 津 政 志
有限会社クリキク七ヶ宿 代表取締役 七ヶ宿支部 新任

④
かねこ   たかし

金 子 隆 史
有限会社かねこ 代表取締役 青年部会 (角 田) 新任

④
たかはじ   ゆたか

高 橋   豊
株式会社高橋工務店 代表取締役 青年部会 (大河原) 新任

⑩
もり   たけひと

森   建 人
有限会社森昭 専務取締役 青年部会 (白石) 重任

①
しょうじ  きくこ

庄 司 きく子
有限会社角田防災 取締役 女性部会 (角 田) 重任

⑫

やえがし   ゆうこ

八重樫 裕 子
株式会社人重樫工務店 専務取締役 女性部会 (大河原) 重任

⑬
たけだ   たみこ

武 田 民 子
株式会社武田工務店 取締役 女性部会 (蔵王) 新任

①
おおぬま   かずこ

大 沼 和 子
有限会社灘満 取締役 女性部会 (村田) 新任



2.監 事

L 氏 名 法 人 名 役 職 所属支部等 備 考

①

おしの

押 野

たかし

隆
伸押野商店 代表取締役 (自石) 重任

②

お

　

男

経

文
¨
野菅

輛カンノ広芸 代表取締役 (大河原) 重任

③

いとう  ひろのリ

伊 藤 紘 徳 税理士 (柴田)

定時社員総会に

おいて定款変更承

認の場合新任
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